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★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

【
２
万
円
】

　

松
本　

淳
一
郎  

様

令
和
3
年
度
寄
附
総
額

　

２
、７
０
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
12
月
20
日
現
在
）

ご
寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

※
寄
附
は
通
年
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
附
金

北海道産牛乳を飲みましょう！　 お料理にお菓子に！味わって応援！　

北
海
道
倶
楽
部
の
新
た
な
発
展
に
向
け
て

合同会議 1 年 1 0 ヵ月ぶりに対面で
新年度予算など決定

 

北
海
道
倶
楽
部
理
事
長　

村
上 

隆
男

　

北
海
道
倶
楽
部
の
会
員
の

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
の
歴
史
は
94
年

を
数
え
、
１
０
０
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
長

い
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た

北
海
道
出
身
者
あ
る
い
は
北

海
道
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
達

の
親
睦
と
北
海
道
発
展
の
為

の
活
動
な
ど
を
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
約
２
年
間

の
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の
活
動
の

根
本
を
揺
る
が
す
事
態
と

　

北
海
道
倶
楽
部
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
合
同
会
議
が
12
月
16
日
、
事
務
局
会
議
室
で
1
年

10
カ
月
ぶ
り
に
対
面
で
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
総
額
１
３
７
０
万
円
余
に
上
る
２
０
２
２
年
度

（
令
和
4
年
度
）
予
算
を
全
会
一
致
で
決
定
。
毎
年
10
月
、
東
京
・
代
々
木
公
園
で
開
か
れ
る

「
北
海
道
フ
ェ
ア
」
へ
の
不
参
加
な
ど
も
決
め
た
。

　

合
同
会
議
に
は
理
事
、
評
議

員
16
人
が
対
面
で
参
加
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
会
議
が

「
リ
ア
ル
開
催
」
さ
れ
る
の
は

21
年
2
月
以
来
。
コ
ロ
ナ
感
染

が
下
火
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
踏

み
切
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
村
上
隆
男
理
事

長
が
「
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開

催
だ
が
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
来
年
度

は
で
き
る
だ
け
多
く
対
面
を
増

や
し
、
み
な
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

所
用
の
た
め
欠
席
し
た
川
村

隆
会
長
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
「

北
海
道
の
発
展
を
首
都
圏
か
ら

支
え
る
、
安
定
的
な
組
織
に
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
議
事
に
入
り
来
年

度
事
業
計
画
や
２
０
２
２
年
度

予
算
案
な
ど
を
審
議
。
公
益
事

業
会
計
、
法
人
会
計
を
合
わ
せ

１
３
７
０
万
円
余
り
を
計
上
し

た
新
年
度
予
算
を
決
定
し
た
。

収
入
は
会
費
４
７
７
万
円
、
寄

付
金
２
６
８
万
２
０
０
０
円
な

ど
を
見
込
み
、
支
出
は
外
注
費

３
１
０
万
７
９
０
０
円
、
給
料

手
当
５
８
７
万
円
な
ど
。
新
年

度
予
算
は
21
年
内
に
内
閣
府
に

提
出
し
た
。

　

一
方
、
事
業
計
画
は
基
本
的

に
従
来
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
踏
襲
す
る
が
、10
月
の「
代
々

木
フ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
は
参
加

を
取
り
や
め
る
。
交
流
の
夕
べ

（
8
月
）、
交
流
イ
ベ
ン
ト
（
10

月
）
も
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
対
面
開
催

で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

考
え
だ
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
を
見

据
え
、
漸
減
す
る
会
員
対
策
、

寄
付
金
増
へ
の
方
策
が
急
務
と

し
た
。

な
っ
て
お
り
、
私
自
身
大
き

な
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。

　

先
日
も
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

と
倶
楽
部
事
業
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
評
議
員
有

志
に
よ
る
懇
談
会
が
開
か

れ
、
色
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
2
年
近
く
対
面
式

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
事
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
い
う
認
識
は
一
致
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
人
間
は
な
ぜ
人
の
間
と

書
く
の
か
、
人
は
他
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
事

に
よ
っ
て
人
間
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い

う
」
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
健

康
で
活
力
を
持
ち
続
け
る
方

法
の
一
つ
に
「
毎
日
多
く
の

人
と
会
う
」
と
い
う
事
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
倶
楽
部

を
再
活
性
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
ど
ん
な

小
さ
な
規
模
で
も
良
い
の

で
、
対
面
式
の
事
業
、
イ
ベ

ン
ト
が
早
い
時
期
に
開
催
で

き
れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

北
海
道
倶
楽
部
は
公
益
社

団
法
人
と
し
て
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
公
益
事
業
に

は
「
北
海
道
の
為
の
広
報
活

動
」、「
北
方
領
土
返
還
へ
の

支
援
」、「
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
」、「
北
海
道
新
幹
線
札
幌

延
伸
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
公
益
事

業
の
推
進
」
と
「
会
員
相
互

の
懇
親
の
た
め
の
事
業
、
イ

ベ
ン
ト
」
が
車
の
両
輪
と
な

る
事
が
北
海
道
倶
楽
部
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

公
益
事
業
の
支
援
者
、
担

い
手
で
も
あ
る
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
財
政
的
に

も
厳
し
く
多
く
の
皆
様
方
か

ら
の
寄
付
と
い
う
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
ん
と
か
や
り
繰

り
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
に
は
会
員
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
事
業
は
何

か
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
、

実
行
し
て
い
く
事
で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
も
終
息
し

「
北
海
道
倶
楽
部
」
が
新
た

に
発
展
す
る
事
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

雪
ま
つ
り
２
年
ぶ
り
開
催
へ

メ
イ
ン
雪
像
製
作

　

2
月
、
開
催
予
定
の
「
第
72

回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
を
巡

り
、
札
幌
市
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
は
、
主
会
場
の
大
通

公
園
（
中
央
区
）
に
高
さ
7
～

10
㍍
の
メ
イ
ン
雪
像
と
、
同
3

～
6
㍍
の
中
雪
像
6
基
程
度
を

製
作
し
、
2
年
ぶ
り
に
会
場
を

設
け
て
開
く
方
針
を
決
め
た
。

期
間
は
2
月
5
～
12
日
で
、
す

で
に
開
催
中
の
「
第
41
回
さ
っ

ぽ
ろ
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
を
雪
ま
つ
り
期
間
中

も
継
続
、
雪
像
と
光
の
相
乗
効

果
を
目
指
す
。

　

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
は
、
昨

年
2
月
、
コ
ロ
ナ
禍
拡
大
の
影

響
で
、
１
９
５
０
年
の
第
1
回

以
来
、
初
め
て
事
実
上
の
中
止

と
な
り
、
代
替
措
置
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
ま
つ
り
の
歴

史
紹
介
な
ど
の
動
画
を
配
信
し

た
。

　

実
行
委
な
ど
に
よ
る
と
、
今

年
の
雪
ま
つ
り
は
、
会
場
を
例

年
の
大
通
公
園
1
～
12
丁
目
か

ら
1
～
7
丁
目
に
縮
小
。
1
～

6
丁
目
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
点
灯
し
、
4
丁
目
以
降
に
マ

ス
コ
ミ
各
社
が
製
作
す
る
中
雪

像
、
7
丁
目
に
メ
イ
ン
雪
像
を

配
置
す
る
。

　

メ
イ
ン
雪
像
は
、
札
幌
市
の

姉
妹
都
市
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
市
と
の
提
携
50
周
年
を
記

念
し
、
同
市
の
代
表
的
な
建
物

か
ら
選
ぶ
予
定
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
、

物
販
な
ど
は
中
止
す
る
。
恒
例

の
市
民
雪
像
や
国
際
雪
像
コ
ン

ク
ー
ル
も
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。
会
場
内
は
通
路
の
一
方
通

行
を
徹
底
、
来
場
者
に
は
歩
き

な
が
ら
雪
像
を
鑑
賞
し
て
も
ら

い
、
滞
留
し
て
密
に
な
ら
な
い

よ
う
場
内
放
送
で
協
力
を
呼
び

掛
け
る
。

　

つ
ど
ー
む
会
場
（
東
区
）、

す
す
き
の
会
場
は
設
け
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
っ

て
は
、
大
通
公
園
の
中
止
も
検

討
す
る
と
い
う
。

　

実
行
委
は
昨
年
9
月
、
高
さ

10
㍍
を
超
え
る
大
雪
像
製
作
の

中
止
を
決
め
る
一
方
、
開
催
方

法
を
検
討
し
て
い
た
。

北
方
領
土
パ
ネ
ル
展 

新
宿
で
開
催

領
土
の
ジ
オ
ラ
マ
や
は
く
製
も

　

北
方
領
土
問
題
啓
発
の
た

め
、
根
室
市
な
ど
根
室
管
内

１
市
４
町
で
つ
く
る
協
議
会

な
ど
が
主
催
す
る
パ
ネ
ル
展

が
、
昨
年
12
月
１
～
3
日
、

新
宿
駅
西
口
広
場
で
開
か
れ

た
。
＝
写
真
、
北
海
道
新
聞

社
提
供
。

　

12
月
1
日
は
１
９
４
５
年

に
当
時
の
根
室
市
長
が
連
合

国
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に

領
土
返
還
を
求
め
る
陳
情
書

を
提
出
し
た
「
返
還
要
求
運

動
原
点
の
日
」。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
毎
年
、

関
係
者
が
銀
座
な
ど
を
デ
モ

行
進
し
、
北
方
四
島
の
早
期

返
還
実
現
を
訴
え
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連
続

中
止
と
な
っ
た
。

　

会
場
に
は
北
方
領
土
の
歴

史
や
日
ロ
交
渉
の
経
緯
な
ど

を
ま
と
め
た
約
１
０
０
点
の

パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
領
土

の
ジ
オ
ラ
マ
や
島
に
生
息
す

る
野
生
動
物
の
は
く
製
も
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
熱
心
に
見

学
、
八
王
子
市
の
男
子
大
学

生
は
「
北
方
領
土
は
授
業
で

習
っ
た
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
勉
強
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
対
面
で
開
か
れ
た

合
同
会
議

観
客
を
魅
了
す
る
大
雪
像
。
今

年
は
メ
イ
ン
雪
像
が
製
作
さ
れ

る
（
北
海
道
新
聞
社
提
供
）

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
4
年
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
令
和
4
年
度
新
年
交
礼
会
は
中
止
に
し
ま
す
。
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★
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
２
０
２
１
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
２
０
２
１
年
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返

る
公
式
写
真
集
。
10
年
間
あ
り
が
と

う
！
栗
山
英
樹
監
督
の
軌
跡
、
斎
藤

佑
樹
選
手
の
引
退
特
集
、「
ビ
ッ
グ
ボ
ス
」
こ
と
新
庄
剛
志

監
督
の
話
題
な
ど
、
内
容
も
り
だ
く
さ
ん
。

北
海
道
新
聞
社　

編　

Ａ
４
判　

１
４
４
頁　

１
３
２
０
円

（
税
込
）

★
モ
ー
リ
ー
58
号　

湿
原
の
神
タ
ン
チ
ョ
ウ　

そ
の
魅
力
と

人
と
の
か
か
わ
り

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
め
の
頃
に
は
絶
滅
し
た
か
に
思

わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
。
特
集
で
は
そ
の
保
護
か
ら
道
央
圏
へ

広
が
り
個
体
数
を
増
や
し
た
今
を
解
説
。

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金　

編　

Ａ
４
判　

72
頁　

１
１
０
０
円
（
税
込
）

★
キ
ャ
ン
サ
ー
ギ
フ
ト　

礼
文
の
花
降
る
丘
へ

　

キ
ャ
ン
サ
ー
ギ
フ
ト
と
は
、
が
ん
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
見

つ
け
た
小
さ
な
輝
き
。
残
さ
れ
た
日
々
に
紡
い
だ
思
い
を
島

の
花
た
ち
の
営
み
に
重
ね
た
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
ー
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
深
夜
便
の
ラ
ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
大
反
響
、
３
刷
。

杣
田
美
野
里 

著　

Ａ
５
判　

９
６
頁　

定
価
１
７
６
０
円

（
税
込
） 北

海
道
新
聞
社
の
本

   
札
幌
五
輪
経
費
３
０
０
０
億
円
に
減
額
　

北
電
首
都
圏
の
電
力
販
売
に
全
力

　

北
海
道
電
力
（
北
海
道
倶
楽

部
会
員
）
が
、
首
都
圏
で
の
電

力
販
売
＝
広
告
参
照
＝
に
全
力

を
挙
げ
て
い
る
。
道
内
出
身
者

を
中
心
に
営
業
を
強
化
、
契
約

者
に
は
道
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
特
典
も
。
北
海
道
関

連
団
体
の
協
力
も
得
て
、
契
約

を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。

　

北
電
が
首
都
圏
で
電
力
販
売

を
始
め
た
の
は
２
０
１
６
年
11

月
。
同
年
4
月
の
電
力
全
面
自

由
化
に
伴
い
、
ま
ず
工
場
や
ビ

ル
な
ど
法
人
向
け
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
20
年
3
月
か
ら
は
一

般
家
庭
向
け
（
低
圧
）
に
も
拡

大
し
て
い
る
。

　

対
象
エ
リ
ア
は
首
都
圏
1
都

6
県
の
ほ
か
山
梨
、
静
岡
（
富

士
川
以
東
）
の
両
県
。

　

同
社
首
都
圏
販
売
部
に
よ
る

と
、
電
気
料
金
が
東
京
電
力
よ

り
「
お
得
」
な
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
家
庭
向
け
の
プ
ラ
ン
で

あ
る
「
北
海
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ

ラ
ン
」
の
場
合
、
契
約
を
継
続

す
れ
ば
、
毎
年
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
や
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ビ

ー
ル
の
サ
ッ
ポ
ロ
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
道
産
品
グ
ル
メ
が
も
ら
え

る
特
典
が
あ
る
。
こ
の
結
果
、

契
約
者
数
は
現
在
約
５
０
０
０

世
帯
に
上
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
か
ら
の
評
判
は
上
々

だ
。
9
割
以
上
が
契
約
の
継
続

を
希
望
、
理
由
は
「
北
電
だ
か

ら
」
が
4
割
を
占
め
、「
電
気

料
金
が
安
く
、
北
海
道
グ
ル
メ

が
も
ら
え
て
満
足
」
な
ど
の
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

同
部
は
首
都
圏
に
あ
る
、「
な

ま
ら
い
い
ん
で
な
い
会
」（
会

員
数
６
７
０
人
）
な
ど
道
内
関

連
団
体
と
も
連
携
。
北
海
道
倶

楽
部
会
報
「
北
海
道
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

に
も
広
告
を
掲
載
し
、
首
都
圏

の
顧
客
獲
得
を
目
指
し
て
い

る
。

　

申
し
込
み
な
ど
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
５
７
０
・
０
２
８
・
８
５
５

へ
。

市
、
新
た
な
大
会
概
要
案
を
公
表

ウイスキ ーと日 本 酒 一 カ 所 で
札幌の経営者ら新千歳空港周辺に

　

洋
酒
の
ジ
ン
を
製
造
す
る

「
北
海
道
自
由
ウ
ヰ
ス
キ
ー
」

（
札
幌
）
の
経
営
者
ら
が
昨
年

6
月
、
酒
造
会
社
を
立
ち
上
げ

た
。
ウ
イ
ス
キ
ー
と
日
本
酒
を

１
カ
所
で
造
る
、
道
内
初
の
施

設
を
新
千
歳
空
港
周
辺
に
建
設

す
る
。
２
０
２
３
年
秋
の
操
業

を
目
指
し
、
稼
働
か
ら
5
年
間

で
年
間
10
万
人
の
集
客
と
12
億

円
の
売
り
上
げ
が
目
標
だ
。

　

酒
造
会
社
を
設
立
し
た
の

は
、
北
海
道
自
由
ウ
ヰ
ス
キ
ー

と
系
列
会
社
の
「
北
海
道
自
由

ワ
イ
ン
」（
空
知
管
内
長
沼
町
）

の
ほ
か
、
道
内
の
個
人
投
資
家

ら
。
新
施
設
の
運
営
会
社
「
Ａ

Ｚ
Ｅ
（
エ
イ
ジ
）」
を
つ
く
り
、

新
千
歳
空
港
に
近
い
大
型
商
業

施
設
「
千
歳
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
・
レ
ラ
」
の
駐
車
場
だ
っ

た
土
地
約
６
０
０
０
平
方
㍍
を

昨
年
9
月
末
購
入
し
た
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
総
事
業
費

は
約
13
億
円
で
今
夏
着
工
。
ウ

イ
ス
キ
ー
製
造
用
の
銅
製
蒸
留

器
を
2
基
備
え
、
一
部
で
道
産

大
麦
と
道
産
木
材
で
作
っ
た
熟

成
機
を
使
っ
て
、
原
酒
を
最
大

で
年
１
５
０
㌔
㍑
生
産
す
る
。

10
年
以
上
熟
成
さ
せ
た
商
品
を

主
力
に
据
え
た
い
考
え
だ
。

　

一
方
、
日
本
酒
の
製
造
は
本

州
の
酒
蔵
と
造
り
手
が
移
転
し

て
、
担
う
方
向
で
最
終
調
整
し

て
い
る
。
最
大
で
年
３
０
０
㌔

㍑
を
生
産
す
る
計
画
で
、
道
産

酒
米
の
「
吟
風
」
や
「
き
た
し

ず
く
」
を
使
い
、
香
り
豊
か
で

飲
み
や
す
い
酒
質
を
目
指
す
。

　

Ａ
Ｚ
Ｅ
は
コ
ロ
ナ
収
束
後
、

新
千
歳
空
港
を
利
用
す
る
国
内

外
の
観
光
客
の
集
客
が
見
込
め

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
レ
ラ
の
隣

接
地
を
選
ん
だ
。
新
施
設
で
は

酒
を
販
売
す
る
ほ
か
、
観
光
客

が
見
学
や
試
飲
も
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　

同
社
は
「
原

料
の
宝
庫
で

あ
る
北
海
道

な
ら
で
は
の

品
質
の
お
酒

を
国
内
外
に

発
信
し
、
新
千

歳
空
港
周
辺

を
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
る

地
域
に
し
た

い
」
と
話
し

た
。

　

２
０
３
０
年
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
目
指

す
札
幌
市
は
、
開
催
経
費
を
19
年
試
算
よ
り
１
０
０
億
～

９
０
０
億
円
圧
縮
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
、
新
た
な
大
会
概
要

案
を
公
表
し
た
。
市
は
概
要
案
の
周
知
を
進
め
、
今
年
3
月
に

も
全
道
の
住
民
を
対
象
に
改
め
て
開
催
の
是
非
を
問
う
「
意
向

調
査
」
を
行
う
予
定
だ
。

開
催
是
非
問
う
道
民
調
査
も

　

秋
元
克
広
市
長
は
記
者
会
見

で
、「
既
存
施
設
を
最
大
限
活

用
し
た
。
今
後
、
経
費
が
膨
ら

む
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
札
幌
ら
し
い
持
続
可
能

な
大
会
に
し
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　

概
要
案
に
よ
る
と
、
開
催
経

費
の
総
額
は
２
８
０
０
億
～

３
０
０
０
億
円
。
内
訳
は
施
設

整
備
費
が
８
０
０
億
円
（
札

幌
市
負
担
４
５
０
億
円
）、
大

会
運
営
費
が
２
０
０
０
億
～

２
２
０
０
億
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
国
内
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
な

ど
が
変
化
す
る
た
め
、
収
入
、

支
出
と
も
に
幅
を
持
た
せ
た
。

経
費
削
減
の
た
め
、
既
存

の
競
技
施
設
の
活
用
範
囲
を
広

げ
た
ほ
か
、
開
閉
会
式
な
ど
式

典
費
用
も
見
直
し
て
い
る
。

　

五
輪
は
30
年
2
月
8
～
24
日

に
7
競
技
１
０
９
種
目
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
同
3
月
8
～
17

日
に
6
競
技
、
80
種
目
を
行
う

計
画
。
会
場
は
13
ヵ
所
で
、
札

幌
以
外
の
帯
広
市
（
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
）、
後
志
管
内
倶
知

安
、
ニ
セ
コ
両
町
（
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
）、
長
野
市
（
ボ
ブ
ス

レ
ー
）
で
も
開
催
さ
れ
る
。

　

19
年
試
算
は
施
設
整
備
費
と

大
会
運
営
費
に
３
１
０
０
億
～

３
７
０
０
億
円
を
見
込
み
、
巨

額
経
費
に
市
民
か
ら
批
判
も
出

て
い
た
。

　「
札
幌
エ
ス
タ
」
23
年
夏
閉
館

新
幹
線
札
幌
延
伸
の
再
開
発
で

　

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
南
口
に
あ
り
、

か
つ
て
は
大
手
百
貨
店
の
「
そ

ご
う
」
が
入
っ
て
い
た
こ
と
で

札
幌
市
民
に
は
な
じ
み
の
深

い
商
業
施
設
「
札
幌
エ
ス
タ
」

（
中
央
区
北
5
西
2
）
が
、
来

年
夏
に
閉
館
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
発
表
し
た
。

２
０
３
０
年
度
末
予
定
の
北
海

道
新
幹
線
札
幌
延
伸
に
伴
う
再

開
発
事
業
で
、
建
物
を
取
り
壊

し
た
う
え
、
29
年
秋
に
新
た
な

ビ
ル
が
お
目
見
え
す
る
。

　

札
幌
エ
ス
タ
は
１
９
７
８
年

に
開
業
し
た
。
地
上
11
階
、
地

下
3
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

8
万
６
５
０
０
平
方
㍍
。
現
在

は
家
電
量
販
店
の
ビ
ッ
ク
カ
メ

ラ
札
幌
店
を
核
テ
ナ
ン
ト
と

し
、
21
年
3
月
末
時
点
で
飲
食

店
な
ど
１
１
４
店
舗
が
入
居
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
北
の
グ
ル
ー
プ
会
社

「
札
幌
駅
総
合
開
発
」（
北
海
道

倶
楽
部
会
員
）
が
運
営
、
エ
ス

タ
終
了
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
北
の
家

賃
収
入
は
年
間
約
9
億
円
の
減

少
に
な
る
見
込
み
だ
。

　

新
ビ
ル
は
隣
接
す
る
西
1
街

区
と
の
一
体
開
発
を
予
定
、
Ｊ

Ｒ
や
札
幌
市
な
ど
で
つ
く
る
準

備
組
合
が
23
年
秋
に
本
体
工
事

に
着
手
す
る
。
現
在
の
入
居
テ

ナ
ン
ト
の
移
転
先
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
北
は
「
今
後
の
テ
ナ
ン
ト

向
け
の
説
明
会
で
、
個
々
の
事

情
を
聴
い
て
対
応
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　

札
幌
駅
に
直
結
す
る
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
運
営
の
商
業
施
設
は
、

新
幹
線
延
伸
に
伴
う
駅
の
改
修

工
事
で
、「
パ
セ
オ
」
が
22
年

10
月
か
ら
最
長
で
6
年
間
休

業
。「
ア
ピ
ア
」
と
「
札
幌
ス

テ
ラ
プ
レ
イ
ス
」
は
営
業
を
続

け
る
と
い
う
。

★
事
務
局
か
ら
の 

       

お
知
ら
せ

　

北
海
道
倶
楽
部
事
務
局
は
年

内
、
12
月
28
日
ま
で
業
務
を
続

け
ま
す
。
た
だ
し
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
中
で
、

事
務
局
員
が
い
な
い
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま

す
。

　

年
明
け
は
1
月
11
日
が
仕
事

始
め
に
な
り
ま
す
。
2
月
号
は

例
年
通
り
休
刊
に
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新
千
歳
空
港
近
郊
の
建
設
予
定
地
（
北
海
道

新
聞
社
提
供
）

来
年
夏
に
は
閉
館
す
る
「
札
幌

エ
ス
タ
」

契
約
者
に
は
毎
年
道
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
と

と
も
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
数
が
増
減
を
繰
り

返
す
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
く
中
、
感
染
拡
大
地
域

に
お
け
る
外
出
自
粛
や
飲
食

店
等
の
営
業
時
間
短
縮
な
ど

様
々
な
制
限
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
社
会
経
済
活
動
に
大
き

な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
私
と
し
て
は
、

何
よ
り
も
道
民
の
皆
様
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、
国
や
市
町
村
な
ど

と
連
携
し
、
感
染
症
へ
の
対

応
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
道
民
の
皆
様
、

事
業
者
の
方
々
に
は
、
長
期

に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

感
染
症
と
の
闘
い
が
続
く

中
に
あ
っ
て
も
、
昨
年
は
本

道
が
有
す
る
価
値
が
国
内
外

で
大
き
な
注
目
を
集
め
た
年

と
な
り
ま
し
た
。７
月
に
は
、

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
ほ
か
、
８
月

に
は
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ

ソ
ン
・
競
歩
競
技
に
先
立
っ

て
ア
イ
ヌ
舞
踊
が
披
露
さ

れ
、
世
界
に
発
信
さ
れ
る
な

ど
、
本
道
固
有
の
歴
史
や
文

化
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
９
月
に
は
、
バ
ー

チ
ャ
ル
で
の
開
催
な
が
ら
ア

ジ
ア
初
と
な
っ
た
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル

ド
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
を
通

じ
て
、
北
海
道
の
自
然
・
異

文
化
体
験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
魅
力
が
世
界
に
紹
介

さ
れ
、
２
０
２
３
年
の
リ
ア

ル
開
催
内
定
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。そ
し
て
10
月
に
は
、

苫
小
牧
市
な
ど
に
お
い
て
、

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
御
臨
席

を
賜
り
全
国
育
樹
祭
が
開
催

さ
れ
、本
道
発
祥
の
「
木
育
」

の
輪
を
全
国
に
広
げ
る
好
機

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
物
産
展

の
開
催
が
難
し
い
中
で
の
首

都
圏
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る
北

海
道
フ
ェ
ア
の
成
功
や
、「

ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
」
の
羽
田

空
港
と
大
阪
あ
べ
の
ハ
ル
カ

ス
へ
の
新
規
出
店
は
、
発
想

の
転
換
に
よ
り
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
本
道
の

食
の
魅
力
を
最
大
限
活
か

し
、
新
た
な
需
要
獲
得
に
つ

な
が
る
取
組
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
年
に
お
い
て
も
、
新
た

な
変
異
株
へ
の
警
戒
を
最
大

限
に
高
め
な
が
ら
、
感
染
拡

大
を
抑
え
、
再
拡
大
へ
の
備

え
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
社
会
経
済
活
動
と
の
両

立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
医
療
・
療
養
体
制
に
つ

い
て
は
、
全
道
で
２
０
２
８

床
の
最
大
確
保
病
床
数
を
確

保
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
を

超
え
る
事
態
も
想
定
し
、
新

た
に
２
２
１
４
床
の
緊
急

フ
ェ
ー
ズ
を
設
け
る
と
と
も

に
、
三
次
医
療
圏
す
べ
て
で

宿
泊
療
養
施
設
を
運
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
経
済
活
動
の
回
復
に

向
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、

ど
う
み
ん
割
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
需
要
喚
起
策
を
通
じ

て
、
感
染
防
止
行
動
を
実
践

し
な
が
ら
日
常
生
活
を
取
り

戻
し
て
い
く
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
道
の
揺
る
ぎ

な
い
価
値
を
一
層
磨
き
上
げ

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う

人
々
の
考
え
方
や
行
動
の
変

化
を
背
景
に
、
積
雪
寒
冷
の

気
候
や
広
域
分
散
型
の
地
域

構
造
な
ど
、
こ
れ
ま
で
本
道

に
と
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
と
さ
れ

て
き
た
特
性
を
新
た
な
強
み

と
し
て
確
立
す
る
と
と
も

に
、
脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
と
い
っ
た
社
会
変
革
の
動

き
を
的
確
に
捉
え
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た「
攻
め
」

の
視
点
を
持
っ
て
果
敢
に
挑

戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現

に
向
け
て
は
、
国
内
随
一
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
道

内
各
地
域
の
脱
炭
素
化
の

取
組
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
道
自
身
も
公
用
車
の
次

世
代
自
動
車
化
等
に
よ
り

２
０
３
０
年
ま
で
の
50
％
削

減
に
取
り
組
む
な
ど
、
オ
ー

ル
北
海
道
で
目
指
す
姿
を
共

有
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技

術
を
活
用
し
た
未
来
社
会
「

北
海
道Society5.0

」
の
実

現
に
向
け
て
は
、
道
民
の
皆

様
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

遠
隔
医
療
・
遠
隔
教
育
、
ス

マ
ー
ト
農
林
水
産
業
な
ど
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
組
を
加
速
し
ま

す
。

　

こ
う
し
た
将
来
の
成
長
に

つ
な
が
る
政
策
の
種
を
ま

き
、
道
民
の
皆
様
と
と
も
に

育
て
、
こ
れ
か
ら
も
本
道
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
新
た
な
希
望
と

飛
躍
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ニッカ余市蒸留所など重文に
　 旧 三 井 銀 小 樽 支 店 も

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、「
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸
留
所
施
設
」（
後
志
管
内
余
市
町
）
と

「
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
本
館
、
附
属
家
」
を
含
む
10
件
を
、
重
要
文
化
財
（
重
文
）
に
指
定
、

登
録
す
る
よ
う
、
末
松
信
介
文
部
科
学
相
に
答
申
し
た
。
両
施
設
は
、
歴
史
的
価
値
だ
け
で
な

く
観
光
客
か
ら
の
人
気
も
高
く
、
鈴
木
直
道
知
事
は
「
関
係
者
の
適
切
な
保
存
活
動
、
次
世
代

へ
継
承
す
る
と
い
う
強
い
意
志
が
実
を
結
ん
だ
」
と
歓
迎
し
た
。

 

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸

留
所
は
、「
日
本
の
ウ
イ
ス
キ

ー
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
る
竹
鶴

政
孝
さ
ん
が
１
９
３
４
年
（
昭

和
９
年
）、
前
身
の
大
日
本
果

汁
を
設
立
し
た
の
が
ル
ー
ツ
。

事
務
所
棟
、
貯
蔵
棟
、
研
究
室

な
ど
か
ら
成
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー

製
造
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

　

石
造
り
の
外
壁
や
木
造
洋
館
な

ど
調
和
の
と
れ
た
外
観
が
特
徴

で
、
審
議
会
は
「
北
海
道
に
お

け
る
近
代
産
業
遺
産
と
し
て
、

歴
史
的
価
値
が
高
い
」
と
評
価

し
た
。

　

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
は

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）
に

建
て
ら
れ
た
。
当
時
、
地
方
で

は
珍
し
か
っ
た
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
「
商
都
・
小

樽
」
の
象
徴
的
な
存
在
。
金
庫

室
の
内
壁
に
鋼
板
を
張
る
な

ど
、
最
新
の
防
火
、
防
犯
対
策

が
施
さ
れ
た
。

　

石
材
の
質
感
を
生
か
し
た
外

壁
は
、
欧
米
で
流
行
し
た
ル
ネ

サ
ン
ス
様
式
を
「
洗
練
さ
れ
た

意
匠
で
取
り
入
れ
て
い
る
」（
同

審
議
会
）
と
評
価
さ
れ
た
。

　

答
申
通
り
両
方
と
も
近
く
重

文
に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
で
、

道
内
建
造
物
の
重
文
は
33
件
と

な
る
。

　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー（
東
京
、

北
海
道
倶
楽
部
会
員
）
は
「
創

業
者
竹
鶴
政
孝
が
選
ん
だ
余
市

の
地
で
、
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
続
け
た

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し

た
。

　

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
は
現

在
、
ニ
ト
リ
Ｈ
Ｄ
（
北
海
道
倶

楽
部
会
員
）
が
運
営
す
る
公
益

財
団
法
人
似
鳥
文
化
財
団
の

「
小
樽
芸
術
村
」
の
施
設
の
一

つ
で
、
小
樽
の
銀
行
の
歴
史
に

関
す
る
資
料
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
。
同
法
人
は
「
建
物
の
価

値
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
保
存

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し

て
光
栄
に
思
う
」
と
話
し
た
。

ク
マ
牧
場
で
「
空
飛
ぶ
サ
ケ
」

　
ト
バ
作
り
に
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
下

火
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
心

配
で
す
。
油
断
な
き
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
の
「
大
人
の
休
日
倶

楽
部
パ
ス
」
を
利
用
、
師
走
に
１
年
半
ぶ
り
に
北
海
道
を
旅
し

ま
し
た
。
札
幌
で
旧
友
に
会
い
、
北
見
で
は
評
議
員
・
永
田
武

彦
さ
ん
の
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

▼
道
中
、気
づ
い
た
の
は
「
老
い
も
若
き
も
旅
に
飢
え
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
東
北
・
北
海
道
新
幹
線
、
道
内
の
在
来

線
の
車
内
。
リ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
筆
者
の
よ
う
な
「
た
そ
が
れ

族
」
で
結
構
混
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
迫
ら
れ
て

い
た
だ
け
に
、
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
２
月
ご
ろ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
旅
行
需
要
喚
起
の
た
め
、

「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

ト
ラ
ベ
ル
」
事
業
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
菅
政

権
で
は
明
ら
か
に
失
敗
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
の
調
和
が
大

事
で
す
。

▼
さ
て
、
新
し
い
年
が
動
き
始
め
ま
し
た
。「
寅
さ
ん
」
の
年

で
す
。
東
京
・
葛
飾
柴
又
は
さ
ぞ
か
し
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。筆
者
も
初
詣
は
帝
釈
天
と
決
め
て
い
ま
す
。「
四
谷
、

赤
坂
、
麹
町
、
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら
流
れ
る
お
茶
の
水
…
」
︱
寅
さ

ん
の
口
上
が
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
北
）

　
　
　
　
　

栗
山
氏
侍
Ｊ
監
督
に
就
任

　

野
球
日
本
代
表
（
侍
ジ
ャ
パ

ン
）
の
次
期
監
督
に
、
今
季
ま

で
日
本
ハ
ム
の
監
督
を
務
め
た

栗
山
英
樹
氏
（
60
）
の
就
任
が

決
ま
っ
た
。

昨
夏
の
東
京
五
輪
で
、
金

メ
ダ
ル
に
導
い
た
稲
葉
篤
紀
監

督
が
昨
年
９
月
末
に
退
任
、
後

任
を
栗
山
氏
で
一
本
化
し
て
い

た
。

　

登
別
市
の
「
の
ぼ
り
べ
つ

ク
マ
牧
場
」
に
あ
る
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
で
、
サ
ケ
の
ト
バ
を

作
る
貨
物
ゴ
ン
ド
ラ
「
ト
バ

１
号
」
が
運
行
さ
れ
て
い
る

＝
写
真
、
北
海
道
新
聞
社
提

供
。
紅
葉
後
の
呼
び
物
の
一

つ
で
、10
年
も
続
く
冬
の「
風

物
詩
」
に
、
訪
れ
た
観
光
客

ら
も
歓
声
を
上
げ
て
い
る
。

「
ト
バ
１
号
」
の
運
行
は
、

３
月
６
日
ま
で
。

　

運
行
が
始
ま
っ
た
の
は
昨

年
11
月
20
日
。
道
産
サ
ケ
を

ゴ
ン
ド
ラ
に
吊
り
下
げ
、
片

道
1.2
㌔
を
行
き
来
さ
せ
る
。

１
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
か
け

て
乾
燥
さ
せ
る
と
お
い
し
い

ト
バ
に
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
は
毎
シ
ー
ズ

ン
４
０
０
本
ほ
ど
作
っ
て
い

た
が
、
今
季
は
観
光
客
の
減

少
に
加
え
、
サ

ケ
が
不
漁
で
仕

入
れ
値
も
上
が

っ
た
た
め
、
約

２
０
０
本
に
減

ら
す
と
い
う
。

　

同
牧
場
は
「
コ

ロ
ナ
で
厳
し
さ

は
続
く
が
、
面

白
い
試
み
で
お

客
さ
ん
に
驚
き

と
感
動
を
提
供

し
た
い
」
と
Ｐ

Ｒ
。
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
っ
て
い
た

埼
玉
県
の
会
社

員
は
「
す
れ
違
う
直
前
に
気

づ
き
、
思
わ
ず
声
を
上
げ
て

し
ま
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。

令
和
４
年
年
頭
所
感

北
海
道
知
事　

鈴
木　

直
道

ニッカウヰスキー余市蒸留所
（北海道新聞社提供）

旧三井銀行小樽支店（同）
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※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
新
型
肺
炎
の
影
響
で
開
催
日
程
の
変
更
、中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
つ
な
が
る　

ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い

　

ひ
が
し
北
海
道
の
拠
点
都
市
・
釧
路
」

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
新
型
肺
炎
の
影
響
で
開
催
日
程
の
変
更
、中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
し
つ
げ
ん
55
パ
ス

釧
路
市
内
の
５
つ
の
観
光
施

設
に
入
館
す
る
こ
と
が
出
来

る
５
日
間
有
効
の
パ
ス
ポ
ー

ト
で
す
。 

５
施
設
の
大
人
の

入
館
料
合
計
２
５
０
０
円
が
、

｢

し
つ
げ
ん
55
パ
ス｣

な
ら

１
０
３
０
円
で
入
館
す
る
こ
と

が
出
来
る
、
と
て
も
お
得
な
チ

ケ
ッ
ト
で
す
。
次
の
施
設
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
釧
路
市
湿
原
展
望
台

　

釧
路
湿
原
を
見
て
、知
っ
て
、

散
策
で
き
る
施
設
で
す
。
展
望

台
で
は
、
湿
原
の
魅
力
を
紹
介

す
る
映
像
や
展
示
物
の
他
に
、

屋
上
か
ら
眺
め
る
雄
大
な
景
観

を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
１
周
約
2.5
㎞
の
散

策
木
道
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

湿
原
散
策
も
楽
し
め
ま
す
。

・
釧
路
市
動
物
園

　

地
元
民
や
観
光
客
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
道
内
最
大
規
模
の

動
物
園
で
す
。
北
海
道
ゾ
ー
ン

で
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
タ
ン

チ
ョ
ウ
な
ど
北
海
道
な
ら
で
は

の
動
物
を
身
近
に
観
察
で
き
ま

す
。

・
釧
路
市
立
博
物
館

　

市
内
の
春
採
湖
畔
に
た
た
ず

む
特
徴
的
な
外
観
は
、建
築
家
・

毛
綱
毅
曠
（
も
づ
な
き
こ
う
）

に
よ
る
も
の
で
、
館
内
で
は
釧

路
の
自
然
や
歴
史
、
ア
イ
ヌ
文

化
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

空
間
を
活
か
し
て
約
４
１
０
０

点
の
標
本
・
資
料
を
立
体
的
に

展
示
し
て
お
り
、
ジ
オ
ラ
マ
や

映
像
も
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

・
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園

　

日
本
最
初
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

専
用
飼
育
を
し
て
い
る
公
園
と

し
て
、
飼
育
・
人
工
ふ
化
の
実

践
を
続
け
て
き
た
自
然
公
園
で

す
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
自
然
に
近
い
環

境
で
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
１
年

中
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー【
グ

ル
ス
】

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
研
究
や
情
報

発
信
、
保
護
を
目
的
と
す
る
、

日
本
で
唯
一
の
施
設
で
す
。
11

月
か
ら
３
月
は
、
隣
接
す
る｢

分
館
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン

タ
ー｣

で
人
工
給
餌
が
行
わ
れ
、

飛
来
す
る
野
生
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
い
時
に
は
１
０
０

～
２
０
０
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
し
、
世
界
各
国
か
ら
カ

メ
ラ
マ
ン
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
、
観
光
客
が
集
ま
り
ま

す
。
暖
か
い
室
内
か
ら
も
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
を
眺
め
る

事
が
で
き
、
無
料
双
眼
鏡
も
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

〇
幣
舞
橋
（
ぬ
さ
ま
い
ば
し
）

　

釧
路
川
の
最
下
流
部
に
か
か

る
幣
舞
橋
は
、
欄
干
に
四
季
を

表
現
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
配

し
、
世
界
３
大
夕
日
と
言
わ
れ

る
釧
路
の
夕
日
の
撮
影
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
人
気
の
観
光
名
所
で

す
。
夜
に
は
周
辺
の
街
路
灯
と

調
和
し
た
、「
電
燈
色
」
で
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
社
会
催
事
の
際
は
、

14
色
か
ら
な
る
特
別
な
パ
タ
ー

ン
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
橋
の
た
も
と
に
は

「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ　

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
」
の
文
字
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
、「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」

の
「
Ｏ
」
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

釧
路
の
夕
日
を
表
し
て
お
り
、

橋
と
あ
わ
せ
て
き
れ
い
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
、
夜
の

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。

○
阿
寒
湖
温
泉

　

阿
寒
湖
温
泉
は
街
全
体
が
国

立
公
園
で
す
。
最
近
で
は
、
ひ

が
し
北
海
道
に
お
い
て
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
Ａ
Ｔ
）

の
取
組
が
活
発
に
な
っ
て
お

り
、
特
に
阿
寒
湖
温
泉
は
Ａ
Ｔ

の
自
然
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

異
文
化
体
験
の
３
つ
の
要
素
を

最
大
限
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
他
地
域
に
は
な
い

魅
力
に
溢
れ
、
国
内
の
み
な
ら

ず
国
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
Ａ
Ｔ

の
国
際
サ
ミ
ッ
ト
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の

開
催
が
内
定
し
て
お
り
、
ま
す

ま
す
魅
力
が
高
ま
る
目
の
離
せ

な
い
地
域
で
す
。

〇
冬
の
早
朝
阿
寒
湖

　

全
面
結
氷
す
る
冬
の
阿
寒
湖

で
は
湖
の
上
を
歩
く
こ
と
が
で

き
、
フ
ロ
ス
ト
フ
ラ
ワ
ー
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
い
っ

た
、
早
朝
に
特
定
の
気
象
条
件

が
揃
っ
た
と
き
だ
け
偶
然
現
れ

る
自
然
現
象
を
体
験
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
必
ず
し
も
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、

運
よ
く
体
験
で
き
た
と
き
の
喜

び
は
格
別
で
す
。
そ
の
他
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
散
策
す

る
ツ
ア
ー
や
、
阿
寒
湖
と
雄
阿

寒
岳
を
臨
み
な
が
ら
朝
食
前
に

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
極
寒
の
自
然

の
中
に
隠
さ
れ
た
神
秘
的
な
現

象
を
、
自
身
の
五
感
で
ぜ
ひ
感

じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
ア
イ
ヌ
文
化
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

「
Ａ
ｎ
ｙ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
，
Ａ
ｉ
ｎ

ｕ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
！
」

　

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

「
魂
」
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
、

人
と
人
、
モ
ノ
、
自
然
と
の
関

係
性
を
大
事
に
育
ん
で
き
た
ア

イ
ヌ
民
族
の
案
内
で
自
然
散
策

や
も
の
づ
く
り
を
楽
し
む
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
で
す
。
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ

民
族
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
工
芸

技
術
を
体
験
し
な
が
ら
、
彼
ら

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
楽

器
「
ム
ッ
ク
リ
」
と
い
う
口
琴

を
自
分
の
手
で
作
り
、
そ
れ
を

片
手
に
阿
寒
湖
岸
に
沿
っ
て
歩

き
ま
す
。
途
中
で
ガ
イ
ド
と
一

緒
に
ム
ッ
ク
リ
を
奏
で
た
り
、

ア
イ
ヌ
民
族
と
自
然
と
の
関
わ

り
や
伝
承
を
直
接
ア
イ
ヌ
の

人
々
か
ら
聞
く
と
い
っ
た
、
他

に
は
な
い
阿
寒
湖
温
泉
な
ら
で

は
の
体
験
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
思
想
や
暮
ら
し
の

知
恵
が
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て

心
に
宿
り
、
旅
が
終
わ
っ
て
か

ら
も
続
く
、
豊
か
な
時
間
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〇
阿
寒
湖
の
夜
の
森

　

阿
寒
湖
の
夜
の
森
は
街
灯
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
中
と
は
ま

た
違
っ
た
雰
囲
気
と
な
り
ま

す
。
日
中
は
視
覚
で
楽
し
ん
で

い
た
自
然
の
良
さ
を
、
夜
に
な

る
と
嗅
覚
や
聴
覚
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
阿
寒

湖
の
森
で
は
、
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
『
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
』」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
光
・
音
・

映
像
を
自
然
の
森
と
融
合
さ
せ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神

の
世
界
を
目
指
す
と
い
っ
た
デ

ジ
タ
ル
体
験
ツ
ア
ー
で
す
。
Ａ

Ｔ
体
験
の
自
然
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
・
異
文
化
体
験
全
て
の
要

素
が
詰
ま
っ
た
「
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
」
は
国
立
公
園
で
は
初
開
催

と
な
る
、
阿
寒
湖
の
夜
の
森
の

メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

○
概
要

　

２
０
０
５
年
に
釧
路
市
・
阿

寒
町
・
音
別
町
が
合
併
し
、
新

生
「
釧
路
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
北
海
道
の
東
部
、
太
平
洋

岸
に
位
置
し
て
お
り
、「
釧
路

湿
原
」「
阿
寒
摩
周
」
の
２
つ

の
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す
る

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
街
で

あ
り
、ひ
が
し
北
海
道
の
中
核
・

拠
点
都
市
と
し
て
社
会
、経
済
、

文
化
の
中
心
的
な
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

酪
農
を
主
力
と
す
る
豊
か
な

農
業
生
産
、
豊
富
な
森
林
資
源

を
有
す
る
林
業
、
そ
し
て
国
内

有
数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
水
産

業
な
ど
、
日
本
の
食
料
基
地
と

い
え
る
地
域
で
す
。 

安
全
・

安
心
で
良
質
な
食
料
の
供
給
体

制
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ

る
自
然
環
境
の
保
全
や
環
境
調

和
型
の
循
環
社
会
実
現
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

釧
路
市
に
は
、
大
規
模
な
食

品
・
製
薬
工
場
や
製
紙
工
場
の

ほ
か
、
全
国
唯
一
の
石
炭
鉱
業

所
が
操
業
し
て
お
り
地
域
の
主

力
産
業
と
し
て
地
域
経
済
の
核

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら

の
地
域
産
業
を
支
え
て
い
る
の

が
重
要
港
湾
釧
路
港
や
釧
路
空

港
で
あ
り
、
現
在
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
北
海
道
横
断
自
動

車
道(

高
速
道
路)

の
完
成
に

よ
り
今
後
、
飛
躍
的
に
物
流
機

能
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
（
２
０
２
４
年
度
に

阿
寒
Ｉ
Ｃ
～
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
が
開

通
予
定
で
す
。）。

　

ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物｢

タ
ン
チ
ョ
ウ｣

や
「
阿
寒
湖
の

マ
リ
モ
」
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
的
に
も
貴
重
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。 

さ
ら
に
、
夏
で
も
最
高

気
温
が

20
度
前

後
と
涼

し

く
、

冬
は
日

照
率
が

高
く
降

雪
が
少

な
い
快
適
な
街
で
あ
り
、
航
空

機
で
東
京
羽
田
か
ら
１
時
間
40

分
、
大
阪
（
関
西
・
伊
丹
）
か

ら
２
時
間
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
る
わ
が
街
は
、移
住
・

長
期
滞
在
に
も
適
し
た
地
域
と

言
え
ま
す
。

〇
特
産
品

　

釧
路
市
を
は
じ
め
と
す
る
道

東
沖
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か

ら
流
れ
る
親
潮
の
影
響
に
よ

り
、
脂
乗
り
の
良
い
魚
介
類
が

多
く
、
日
本
で
も
有
数
の
好
漁

場
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
釧
路
市
は

１
９
７
９
年
か
ら
13
年
連
続
で

水
揚
げ
量
が
日
本
一
と
な
り
、

現
在
に
お
い
て
も
多
く
の
魚
介

類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
涼
な
環
境
を
好
み
、
広
大

な
土
地
の
な
か
で
生
育
し
た
と

て
も
良
質
な
牧
草
を
食
べ
て

育
っ
た
乳
牛
が
生
産
す
る
生
乳

は
、
高
品
質
で
牛
乳
や
乳
製
品

の
原
料
と
な
り
全
国
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
植
物
工
場

が
建
て
ら
れ
、
パ
プ
リ
カ
や
イ

チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
こ
の
地
域
の
涼
し
い
と
い

う
特
徴
を
生
か
し
た
新
し
い
特

産
品
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
阿
寒
地
区
で
は
、

「
阿
寒
も
み
じ
（
エ
ゾ
鹿
肉
）」、

「
阿
寒
ポ
ー
ク
」、「
阿
寒
モ
ル

ト
牛
」、
阿
寒
湖
で
は
「
ワ
カ

サ
ギ
」
や
「
ヒ
メ
マ
ス
」、
音

別
地
区
で
は
、
健
康
食
品
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
菊

芋
」、
ム
リ
川
の
清
流
で
育
ち
、

柔
ら
か
く
て
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
の
「
蕗
」、
こ
の
蕗

の
皮
を
原
料
と
し
た
世
界
で
唯

一
の
和
紙
で
あ
る「
富
貴
紙（
ふ

き
が
み
）」
な
ど
地
域
ご
と
に

多
様
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
、
特
産
品
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
釧
路
の
旬
の

水
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
食
材

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

釧
路
市
で
は
、
２
０
２
０
年

３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
釧

路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
人

口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

〇
長
期
滞
在
（
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
）

　

避
暑
等
を
目
的
と
し
た
方
々

に
一
定
期
間
過
ご
し
て
い
た
だ

く
長
期
滞
在
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
長
期
滞
在
施
設
の
整

備
支
援
や
、
市
内
の
一
部
の
施

設
の
入
館
料
な
ど
を
釧
路
市
民

と
同
じ
条
件
で
利
用
で
き
る

カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
行
っ
て
お

り
、
北
海
道
に
よ
る
「
北
海
道

体
験
移
住
『
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
』
で
２
０
２
０
年
度
の
実
績

１
６
４
４
人
は
全
道
第
１
位
と

な
り
ま
し
た
。
全
道
第
１
位
は

２
０
１
１
年

度
か
ら
10
年

連
続
で
の
達

成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〇
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

新
た
な
働
き
方
や
新
し
い
生

活
を
求
め
る
個
人
、
持
続
的
な

成
長
を
求
め
る
企
業
へ
訴
求
す

る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
企
業
誘
致
、
移
住
を
見
据

え
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

て
い
ま
す
。
企
業
活
動
が
活
発

な
都
市
機
能
を
有
す
る
釧
路
地

域
で
の
都
市
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
が
自
然

と
共
生
す
る
阿
寒
摩
周
国
立
公

園
内
で
の
リ
ゾ
ー
ト
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
自
然
環

境
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
異

な
る
２
つ
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
釧
路
市

で
の
観
光
と
合
わ
せ
て
、
企
業

研
修（
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、 SDGs

の
学
び
等
）
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
証
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ご
活

用
下
さ
い
。

〇
奨
学
金
返
済
支
援
制
度

　

釧
路
市
内
で
働
く
方
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
協

力
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

奨
学
金
の
返
済
支
援
制
度
が

２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
登
録
企
業
に
２
０
２
２
年

４
月
１
日
以
降
、
新
規
に
正
職

員
等
と
し
て
採
用
、
勤
務
す
る

釧
路
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

内
、
学
生
時
代
に
貸
与
型
奨
学

金
を
受
給
し
て
、
計
画
的
に
返

済
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
釧
路
市
と
企
業
が
そ
れ

ぞ
れ
年
額
12
万
円
を
上
限
に
定

期
返
済
額
の

３
分
の
１
を

原
則
３
年
間

支
援
し
ま
す
。

〇
新
規
就
業
支
援
事
業
（
移
住

支
援
金
の
交
付
）

　

東
京
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
新
規
就
業
を
促
進
す

る
た
め
、
釧
路
市
へ
移
住
し
新

規
に
対
象
法
人
へ
就
職
、
起

業
、
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
し
た

方
へ
移
住
支
援
金
（
単
身
移

住
：
60
万
円
、

世
帯
移
住
：

１
０
０
万
円
）

を
交
付
し
て

い
ま
す
。

※
対
象
要
件
が
複
数
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

釧
路
市
と
は

市
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

頂
い
た
ご
寄
附
は
、「
市
政
全
般
」「
学
校
教
育
の
振
興
」

「
生
涯
学
習
の
振
興
」「
動
物
園
の
充
実
」「
保
健
・
医
療

の
充
実
」「
福
祉
の
充
実
」「
街
づ
く
り
（
公
園
）
の
整
備
」

「
阿
寒
地
域
の
振
興
」「
音
別
地
域
の
振

興
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
釧
路
市
ふ
る
さ
と

納
税
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
返
礼
品
お
す
す
め
３
品
】

①
い
く
ら　

②
蟹　
　

③
え
ぞ
バ
フ
ン

ウ
ニ　

　

い
ず
れ
も
地
元
の
水
産
会
社
の
自
慢

の
一
品
で
す
。

　

担
当
課
：
都
市
経
営
課
企
画
担
当

　

℡　

０
１
５
４
・
31
・
４
５
０
２

●お問い合わせ　
釧路市役所　〒０８５－８５０５　北海道釧路市黒金町７丁目５番地
ＴＥＬ：０１５４－２３－５１５１　ＦＡＸ：０１５４－２３－５２２２

E-mail：to-kikaku@city.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：https://www.city.kushiro.lg.jp/index.html

人口 163,466 人
（令和 3 年 10 月末現在）
面積約 1,363.29K㎡

釧く
し
ろ路

市
の
ご
紹
介
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○
釧
路
湿
原
国
立
公
園

　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
は
、
釧

路
川
と
そ
の
支
流
を
抱
く
日
本

最
大
の
釧
路
湿
原
及
び
湿
原
を

取
り
囲
む
丘
陵
地
か
ら
な
り
、

国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
多
く
の
動
植

物
の
貴
重
な
生
息
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）

に
日
本
で
最
初
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
と
な
り
、
７
年

後
の
昭
和
62
年
（
１
９
８
７

年
）、
全
国
で
28
番
目
の
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
町
・
鶴
居
村
・
標
茶
町
・

釧
路
市
に
ま
た
が
り
、
東
西
に

約
17
㎞
、
南
北
に
約
36
㎞
、
面

積
は
２
８
，
７
８
８
㌶
で
す
。

細
岡
展
望
台
か
ら
の
眺
望
は
大

パ
ノ
ラ
マ
で
圧
巻
で
す
。

○
細
岡
展
望
台

　

湿
原
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
№
１
の
人
気
を
誇
る
細
岡
展

望
台
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る

釧
路
湿
原
の
中
を
大
き
く
蛇
行

す
る
釧
路
川
と
、
天
気
が
良
く

て
空
気
が
澄
ん
で
い
る
日
に

は
、
阿
寒
の
山
々
か
ら
羅
臼
岳

ま
で
を
一
望
で
き
る
景
勝
地
で

す
。

　

ま
た
、
日
本
一
遅
い
列
車
く

し
ろ
湿
原
ノ
ロ
ッ
コ
号
や
Ｓ
Ｌ

冬
の
湿
原
号
も
釧
路
湿
原
駅
に

停
車
し
ま
す
。

○
細
岡
ビ
ジ
タ
ー
ズ
・
ラ
ウ
ン

ジ
　

釧
路
湿
原
を
一
望
で
き
る
細

岡
展
望
台
に
隣
接
し
、
湿
原
の

風
景
や
花
々
の
写
真
が
飾
ら

れ
、
軽
食
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
土
産
を

買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
達
古
武
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

周
囲
５
㎞
の
小
さ
な
海
跡
湖

で
あ
る
達
古
武
湖
に
隣
接
す
る

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

　

達
古
武
湖
は
、
湿
原
の
沼
の

面
影
を
そ
の
ま
ま
に
残
す
湖

で
、
湿
原
の
動
植
物
の
観
察

や
、
カ
ワ
セ
ミ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、

ア
オ
サ
ギ
な
ど
の
野
鳥
が
見
ら

れ
、
夏
に
は
近
く
で
ホ
タ
ル
観

察
も
で
き
る
湿
原
探
勝
に
は
絶

好
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
湖
畔
を

め
ぐ
る
木
道
の
散
策
や
夢
ヶ
丘

展
望
台
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
湖

で
の
カ
ヌ
ー
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。５
棟
あ
る
ロ
ッ
ジ
の
ほ
か
、

オ
ー
ト
サ
イ
ト
、
フ
リ
ー
サ
イ

ト
が
あ
り
、
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン

に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

○
岩
保
木
水
門

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）

の
釧
路
川
で
起
き
た
洪
水
を

き
っ
か
け
に
建
設
さ
れ
、
昭
和

６
年
（
１
９
３
１
年
）
に
完
成

さ
れ
た
旧
水
門
は
、
木
材
流
送

の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

同
時
期
に
開
通
し
た
釧
網
本

線
に
木
材
運

搬
を
譲
っ
た

た
め
、
一
度

も
開
け
ら
れ

た
こ
と
が
な

い
水
門
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。

○
湿
原
カ
ヌ
ー
体
験

　

釧
路
湿
原
内
を
蛇
行
す
る
釧

路
川
で
は
、
１
年
を
通
し
て
カ

ヌ
ー
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
野
生

動
物
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
川
の
流
れ
と

湿
原
の
風
景

に
癒
さ
れ
な

が
ら
、
手
つ

か
ず
の
大
自

然
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公

園
　

厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公

園
は
、
令
和
３
年
３
月
30
日
に

国
内
で
58
か
所
目
、
道
内
で
は

６
か
所
目
に
指
定
さ
れ
た
、
釧

路
町
・
厚
岸
町
・
浜
中
町
・
標

茶
町
に
ま
た
が
る
面
積
４
１
，

４
８
７
㌶
の
国
定
公
園
で
す
。

　

雄
大
で
荒
々
し
い
海
食
崖
が

連
続
し
た
岩
石
海
岸
、
国
内
有

数
の
規
模
を
誇
る
湿
地
及
び
そ

こ
に
成
立
す
る
希
少
な
水
鳥
繁

殖
地
や
湿
原
植
生
等
の
生
態
系

と
、
人
と
自
然
と
の
共
生
に
よ

り
育
ま
れ
て
き
た
文
化
景
観
と

が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
出
す

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

○
来
止
臥
（
キ
ト
ウ
シ
）
野
営

場
　

海
の
眺
め
が
最
高
に
良
い
丘

の
上
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
静

か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
限
り
な
く
広
が
る
海
と
霧

や
夕
日
の
風
景
で
最
高
の
気
分

を
味
わ
え
ま
す
。
ト
イ
レ
と
炊

事
場
が
あ
り
、
予
約
は
不
要
で

フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
み
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
セ
キ
ネ
ッ
プ
展
望
広
場

　

昆
布
森
市
街
か
ら
尻
羽
（
シ

レ
パ
）
岬
の
中
間
に
位
置
し
、

連
な
る
断
崖
の
海
岸
線
と
ロ
ウ

ソ
ク
岩
、
タ
コ
岩
な
ど
の
彫
刻

的
な
美
し
さ
が
壮
観
で
す
。
駐

車
場
よ
り
一
望
で
き
ま
す
。

○
尻
羽
（
シ
レ
パ
）
岬

　

太
平
洋
と
厚
岸
湾
を
一
望
で

き
、不
思
議
な
形
の
変
形
樹
や
、

波
し
ぶ
き
を
受
け
て
そ
そ
り
た

つ
帆
掛
岩
付
近
で
運
が
良
け
れ

ば
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
仙
鳳
寺
双
龍
杉
（
せ
ん
ぽ
う

じ
そ
う
り
ゅ
う
す
ぎ
）

　

明
治
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ

た
仙
鳳
寺
の
建
立
を
記
念
し
て

植
え
ら
れ
た
杉
の
木
で
、
２
本

あ
る
こ
と
か
ら
双
龍
杉
と
呼
ば

れ
、
地
元
で
は
北
限
の
杉
と
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
別
保
公
園

　

遊
具
や
広
場
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
棟
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
躍
す
る
野
外
ス
テ
ー

ジ
を
併
せ
も
っ
て
い
ま
す
。
会

社
や
学
校
等
の
団
体
様
に
も
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

・
釧
路
町
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー

　

ロ
・
バ
ザ
ー
ル

　

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
『
パ
ー

ク
・
カ
フ
ェ
』
で
は
、
釧
路
町

自
慢
の
地
場
産
品
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
多
数
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
仙
鳳
趾
産
の

牡
蠣
を
使
用
し
た
「
カ
キ
フ
ラ

イ
定
食
」
や
「
カ
キ
ボ
ナ
ー
ラ
」

が
人
気
で
、
特
に
休
日
は
、
家

族
連
れ
の
お
客
様
で
大
賑
わ
い

で
す
。

　

物
販
棟
の
『
ロ
バ
の
市
』
で

は
、
釧
路
町
自
慢
の
仙
鳳
趾
産

牡
蠣
や
新
鮮
な
野
菜
を
は
じ

め
、
釧
路
管
内
の
地
場
産
品
な

ど
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
味
料
、
昆

活
シ
リ
ー
ズ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
ソ

フ
ト
の
ク
レ
ミ
ア
が
大
人
気
で

す
。

・
ド
ッ
グ
ラ
ン

　

物
販
棟
に
隣
接
し
て
い
て
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
フ
ェ

ン
ス
で
大
型
犬
用
と
小
型
犬
用

が
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
釧
路
町
森
林
公
園

　

２
６
０
㌶
の
広
さ
と
多
彩
な

天
然
林
が
魅
力
の
公
園
で
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
線
、
体
験
の
森

線
、
香
の
森
線
、
ツ
ツ
ジ
ヶ
丘

線
、
白
樺
の
森
線
と
名
付
け
ら

れ
た
木
道
や
散
歩
道
な
ど
５
つ

の
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

〇
概
要

　

北
海
道
の
南
東
部
に
位
置

し
、
北
は
「
釧
路
湿
原
国
立
公

園
」、
南
は
「
厚
岸
霧
多
布
昆

布
森
国
定
公
園
」
の
雄
大
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
２
万

人
の
ま
ち
で
す
。
総
面
積
は
、

２
５
４
・
15
㎢
で
す
が
、
総
面

積
の
約
72
・
２
％
は
山
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

釧
路
町
は
合
併
、
分
村
の

歴
史
が
あ
り
、
大
正
８
年

（
１
９
１
９
年
）
に
昆
布
森
村
、

跡
永
賀
村
、
仙
鳳
趾
村
が
合
併

し
昆
布
森
村
と
な
り
、
大
正
９

年
（
１
９
２
０
年
）
現
釧
路
市

で
あ
る
釧
路
町
か
ら
分
村
し
釧

路
村
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
30

年
（
１
９
５
５
年
）
に
昆
布
森

村
と
釧
路
村
が
合
併
し
新
し

い
釧
路
村
と
な
り
、
昭
和
51

年
（
１
９
８
０
年
）
に
人
口

１
万
人
を
超
え
、
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
年
）
に
町
制
を
施

行
し
現
在
の
釧
路
町
と
な
り
ま

し
た
。

　

夏
は
平
均
気
温
が
18
度
と
冷

涼
で
、
冬
は
寒
冷
な
が
ら
も
北

海
道
の
中
で
は
雪
が
少
な
い
地

域
の
た
め
、
１
年
を
通
し
て
過

し
や
す
い
気
候
で
す
。

・
町
の
花
「
ク
シ
ロ
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
」

　

６
月
か
ら
７
月
に
淡
紫
色
の

花
が
咲
き
、
茎
は
以
外
と
堅
く

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
伸
び
て
お

り
、
花
冠
が
5
つ
に
裂
け
、
内

側
の
基
部
に
濃
い
紫
色
の
線
が

染
ま
り
、
巧
み
な
配
色
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
花
の
優
雅
な

美
し
さ
は
、
格
調
高
い
愛
と
の

ぞ
み
と
や
す
ら
ぎ
を
意
味
し
た

花
と
し
て
「
湿
原
の
貴
婦
人
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
な
ど
、
湿

原
の
あ
る
町
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

・
町
の
木
「
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
」

　

別
名
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
と
い
い
、

高
さ
３
～
５
ｍ
、
直
径
５
～
15

㎝
ほ
ど
に
な
る
落
葉
低
木
で
、

花
は
白
又
は
淡
紅
色
で
６
月
に

咲
き
、
９
月
に
柄
の
長
い
赤
い

球
形
の
果
実
を
つ
け
ま
す
。
寒

さ
に
強
く
、
釧
路
町
の
気
候
に

合
っ
た
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら

選
定
し
ま
し
た
。

・
町
の
鳥
「
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
」

　

全
長
50
㎝
ほ
ど
で
、
大
木
の

あ
る
森
林
に
住
み
、
夜
、
羽
音

を
た
て
な
い
で
行
動
し
ま
す
。

ア
イ
ヌ
語
で
は
、「
夜
鳴
く
神
」

と
い
い
、
そ
の
鳴
声
は
「
熊
を

捕
ら
え
よ
」
と
聞
こ
え
る
と
い

い
ま
す
。ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、

知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
神
の
意
が

あ
り
、
格
調
高
い
鳥
で
あ
り
な

が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
、

マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
こ

と
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

〇
特
産
物

　

イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
万

博
に
出
店
し
、

北
海
道
で
唯

一
『
本
場
の
本
物
』
に
選
ば
れ

た
、
身
薄
で
柔
ら
か
い
こ
と
が

特
徴
の
「
さ
お
ま
え
昆
布
」
を

は
じ
め
、
ト
キ
シ
ラ
ズ
、
仙
鳳

趾
産
牡
蠣
な
ど
の
魚
介
類
の
ほ

か
、
肌
が
白
く
な
め
ら
か
で
、

綺
麗
な
見
た
目
と
噛
ん
だ
時
に

果
物
の
よ
う
な
み
ず
み
ず
し
さ

や
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
特

徴
の
「
釧
路
ほ
く
げ
ん
大
根
」、

白
か
ぶ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
農
作
物
も
人
気
で
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
釧
路
町
桜
ま

つ
り
（
５
月
下
旬
）

　

釧
路
町
の
桜

の
名
所
「
別
保

公
園
」
で
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
４
０
０
本

が
咲
き
、
日
本
一
遅
い
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
昆
布
森
み
な
と
ま
つ
り　
　

　
　
　
　
　

  　
　
（
10
月
上
旬
）

　

郷
土
芸
能
の
「
釧
路
昆
布
森

た
こ
お
ど
り
」、
秋
味
な
べ
や

地
元
特
産
品
等
の
販
売
、
秋
鮭

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
漁
港
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

・
全
日
本
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
（
２
月
上
旬
）

　

誰
も
が
楽
し
め
る
釧
路
町
発

祥
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
長
ぐ

つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」。ス
ケ
ー

ト
が
で
き
な
い
人
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
こ
と
で
人
気
を
集

め
、
氷
の
上
で
悪
戦
苦
闘
す
る

選
手
の
姿
を
リ

ン
ク
サ
イ
ド
か

ら
観
戦
す
る
だ

け
で
も
充
分
楽

し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

釧くし
ろ路
町
の
ご
紹
介

　

釧
路
町
に
お
け
る
人
口
減
少

対
策
、
地
域
課
題
の
解
決
と
将

来
に
わ
た
っ
て
町
民
が
安
心
し

て
働
き
、
出
産
、
子
育
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
ど
創
生
釧
路

町
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
令

和
２
年
か
ら
第
２
期
に
入
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
施
策
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
令
和
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
第
６
次
釧
路
町
総
合
計
画

で
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
豊
か

な
自
然
と
い
き
が
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
を
目
指
す
中
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
12
月
に
は
、

２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
実

質
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
表
明
し
、

目
標
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
施

策
の
方
針
に
も
掲
げ
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推

進・
釧
路
町
板
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
事

業
　

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」

と
い
う
意
味
で
妊
娠
期
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
・
発
達
の
支
援
を
行
う

制
度
で
す
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

体
制
の
整
備
と
し
て
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
後
の
妊
産
婦
、
18
歳

未
満
の
児
童
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実

・
い
き
い
き
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
　

釧
路
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

満
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

町
内
及
び
釧
路
市
内
の
路
線
バ

ス
や
町
が
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス
で
の
お
で
か
け
を
支
援
す

る
た
め
の
乗
車
証
で
す
。
負
担

金
は
５
０
０
円
で
有
効
期
間
は

１
年
間
と
な
り
ま
す
。
利
用
可

能
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
１
乗
車

１
０
０
円
で
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

　

釧
路
町
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
釧
路
町
の
出

身
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
者
な
ど
町
外
在
住
者
を
対

象
と
し
た
、「
釧
路
町
ふ
る
さ

と
応
援
団
」
を
結
成
し
、
応
援

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
釧
路
町
の
歴
史

や
文
化
、
食
や
自
然
な
ど
魅
力

の
あ
る
地
域
情
報
な
ど
の
発
信

や
応
援
活
動
に
ご
協
力
頂
き
、

さ
ら
な
る
関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

応
援
団
員
を
希
望
す
る
方
な

ど
、
詳
し
く

は
釧
路
町
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

釧
路
町
と
は

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

令
和
３
年
９
月
に
発
生
し
た
赤

潮
の
影
響
と
思
わ
れ
る
被
害
に
よ

り
、
海
中
の
ウ
ニ
の
９
割
が
死
ん

で
し
ま
い
、
釧
路
町
に
と
っ
て
前

例
の
な
い
大
き
な
被
害
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ウ
ニ
の
生
産
に
は
、
稚
ウ
ニ
の

放
流
、
育
成
、
出
漁
、
加
工
及
び

出
荷
と
い
う
３
年
以
上
に
も
わ
た

る
生
産
サ
イ
ク
ル
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
全
て
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
い
つ
か
ま
た
、
エ
ゾ
バ
フ

ン
ウ
ニ
を
お
届
け
し
た
い
と
、
北
海
道
の
昆
布
の
森
で
必

死
に
取
り
組
む
漁
業
者
に
対
し
て
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●お問い合わせ　
釧路町役場　〒０８８－０６９２　北海道釧路郡釧路町別保１丁目１番地
ＴＥＬ：０１５４－６２－２１１１（代表）　ＦＡＸ：０１５４－６２－２７１３

E-mail：machi_kikaku@town.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：http://www.town.kushiro.lg.jp/

「『
海
と
山
の
幸
』『
海
岸
線
と
湿
原
』が
楽
し
め
る
町
」

人口：19,175 人
（R3.9 月末現在）

面積：約 254.15K㎡

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
新
型
肺
炎
の
影
響
で
開
催
日
程
の
変
更
、中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
「
ガ
ッ
ホ
く
ん
」

　

釧
路
町
の
鳥
「
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
長

ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
「
ナ
ガ
ホ
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。

　

晴
れ
た
日
で
も
長
ぐ
つ
を
愛
用
し
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
防
具

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
好
き
な
だ
け
で
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
は
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
釧
路

町
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

「
ナ
ガ
ホ
」
の
普
及
以

外
に
も
、
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

〈
赤
潮
被
害
で
死
滅

し
た
ウ
ニ
〉

上記のＱＲコー
ド を ス マ ー ト
フォンで読み込
んでいただくと
ポータルサイト
へ移動できます
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電
話
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三
五
三
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二
三
三
九

大

谷

清

介

１０４
００３２

〒

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
―
八
―
五

株
式
会
社

〒

－１７５
００８１

ス
イ
レ
ブ
報
広

七
―
七
―
一
岸
河
新
区
橋
板
都
京
東

〇
三

七
三
九
三
（

）

一
二
九
二

〇
三

七
三
九
三
（

）

七
七
一
七

Ｌ
Ｅ
Ｔ

Ｘ
Ａ
Ｆ

常
務
取
締
役

宮

下

　

博

専
務
取
締
役

瀧

本

　

司

代
表
取
締
役
社
長

荒

金

廣

明

名誉理事
弁 護 士 五十嵐　紀男

〒107-0052　港区赤坂7-5-7赤坂光陽ビル5F
TEL 03-3585-7451  FAX 03-3585-7452

〒357-0013　埼玉県飯能市芦苅場495番地
TEL 042-972-3680～4  FAX 042-972-3685

六
一
〇
〇
―
五
三
一
〒

社
本

二
―
四
―
二
陽
東
区
東
江
都
京
東

代
表
取
締
役
社
長

F
三
ル
ビ
宮
新

話

電

一
一
四
〇
―
九
九
六
三）
三
〇
（

A
F

X

六
一
四
〇
―
九
九
六
三）
三
〇
（ 市

原

一

伸

社
会
式
株

森
田
正
好

取
締
役
常
務
執
行
役
員

東
　
京
　
支
　
店
　
長

岩
田
圭
剛

代
表
取
締
役
社
長

電
　
話
　
〇
三(

六
二
六
一)

一
五
八
一
（
代
表
）

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号
　
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル

本
　
　
社

東
京
支
店

電
　
話
　
〇
一
一(

二
二
一)

二
二
二
一
（
代
表
）

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
十
七
丁
目
二
番
地

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

狩

野

伸

彌

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六－

二
二－

一

新
宿
ス
ク
エ
ア
タ
ワ

電

話

〇
三（
五
三
二
三
）四
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
五
三
二
三
）四
一
四
五

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

岡

本

啓

治

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
六
条
六
丁
目
五
ノ
八

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
一
一
―
八
一
二
一

株
式
会
社  

日
立
製
作
所

代
表
取
締
役

木

内

幸

一

本
社

電
話
〇
三－

三
四
〇
〇－

二
三
〇
八

〒

－１５０
０００２
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
14
番
13
号

岡
崎
ビ
ル
607
号
室

予約センター ０１２０－０５７－３３３

齋 藤 貞 夫

URL http://www.airdo.jp

代表取締役社長

草 野　 晋
株式会社 AIRDO
本社：〒060‒0001

TEL:011-252-5533　FAX:011-252-5580
URL https://airdo.co.jp
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役
締
取
表
代

長

会

史

常

藤

工

山

崎

公

夫

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

本
社
　
北
海
道
室
蘭
市
入
江
町
一
―
一
九
〒
051-

0023

　
　
　
電
　
話（
〇
一
四
三
）二
四
―
七
〇
一
一（
代
）

東
京

支
店 東

京
支
店
長

　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
―
四
―
一
〒
100-

0005

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
国
際
ビ
ル
二
階
二
三
〇
区
）

　
　
　
電
　
話（
〇
三
）三
二
一
六
―
四
〇
二
一（
代
表
）

　
　
　
　
　
　Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
三
）三
二
一
六
―
〇
〇
八
五

栗

林

和

徳

株
式
会
社
　
栗
林
商
会

栗
　
林
　
延
　
年

小
　
林
　
　
巧

代
表
取
締
役

会

長

巖

佐

藤

裕

司

篠

原

末

治

〒
100-

6309
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
―
一

新
国
際
ビ
ル
八
階
八
〇
一
区

電
話
　
〇
三
―
三
二
四
〇
―
六
〇
四
一

伊
藤
組
土
建
株
式
会
社

電
　
話
　
〇
三(

五
六
九
五)

三
六
一
一

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町
十
番
十
六
号

　
　
　
　
　
　    

M
Y
A
R
K
日
本
橋
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一(

二
六
一)

六
一
一
一

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

札
幌
本
社

東
京
支
店

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

東
京
支
店
長

玉

木

勝

美

松

本

　

実

〒

－０６０
８５５４

〒

－１０３
０００６

嶌

村
　
公

宏

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社

長

清
　
水 

　
孝

千
葉
県
浦
安
市
港
五
四
番
地

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
四
五
番
地
二
四
〇

苫
小
牧
製
鋼
所

本
　
社

北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会

　
　
　
　
会 

長
　
新

家

鶴

男

 

　
　

 

　
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
―
一
七
―
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
東
京
事
務
所
内

　
　
　
電
話 

・
F
A
X
〇
三（
三
五
九
二
）〇
一
二
二

 

〒

－１００
００１４

外
務
副
大
臣

衆
議
院
議
員田

雄

崎

大

東
京
都
足
立
区
江
北
二―

八―

六

電
　
話
　
〇
三―

三
八
九
〇―

九
一
五
六

鈴

秀

木

一

相
談
役

　　　新年おめでとう
　　　　　ございます
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　　　新年おめでとう
　　　　　ございます

「北海道の市と町と村をご紹介」（Vol.3)    WEB 版を発行しました
北海道倶楽部会報北海道 " ＮＯＷ " の 2021 年 1 月～ 12 月の１
年間に掲載した市町村の紹介を再録したものです。

【上川総合振興局】　
　美深町　音威子府村　中川町　幌加内町

【十勝総合振興局】　
　音更町　鹿追町　士幌町　新得町　上士幌町　清水町
　中札内村　芽室町　大樹町　更別村　幕別町　本別町
　 池 田 町　 豊 頃 町　 広 尾 町　 足 寄 町　 陸 別 町　 浦 幌 町

◎詳細は下記の倶楽部ホームページをご覧下さい。
　既に刊行済の Vol.1「北海道の市と町をご紹介」 2016 年刊行（根室振興局・渡島総合振興局 16 市町村）
　Vol.2「北海道の市と町と村をご紹介」2020 年刊行（留萌振興局・上川総合振興局 22 市町村）もあわせて　
　ご覧いただけます。
　http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 刊行物 / 刊行物 -2.html

 掲載市町村（上川総合振興局・十勝総合振興局エリア内の２２市町村）
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寄 附 の お 願 い
公 益 社 団 法 人 北 海 道 倶 楽 部

代表理事　会長　川村　隆　　

   
    

HO

KKAIDO CLUB

ECNI
S

            7291

１．寄附募集先と寄附の目的
　・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。
　・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。
２．寄附の種類
　・今回は、別表の区分により寄附を募集します。いずれも、寄附は無償の行為で、その対価はあ
　　りません。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
　・なお、お約束するわけではありませんが、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付するほか、寄附
　　者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い
　・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、
　　キャンペーンイベントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

寄附の種類 
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　  1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円

　　北海道倶楽部は平成 26 年 1 月から公益社団法人となり、本格的に公益事業を行うこととなりまし
た。公益認定を受けた社団法人は、公益事業推進のため、広く寄附金を集めるため、各種の税制上の優
遇措置が設けられています。このため公益社団法人北海道倶楽部は平成 26 年から毎年、公益事業のた
め広く寄附金を募っております。
　また、平成 29 年 10 月 11 日に租税特別措置法施行令第 26 条の 28 の 2 第 1 項に規定する要件を満
たすとして、内閣総理大臣より「税額控除に係わる証明書」を受けました。税制上の優遇措置として、
所得控除制度に加え、税額控除制度が適用されます。 
　北海道倶楽部の目的にご賛同いただき、皆様の、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

「
寄
附
の
ご
案
内
」
は
3
月
に
郵
送
に
て
送
ら
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
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令和 2 年 3 月 11 日に令和元年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されてお
ります。当日議案の一部を抜粋しています。

令和元年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）
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損益計算書（正味財産増減計算書）
平成31年1月1日～令和元年12月31日

公益事業会
計 法人会計 合計

前年度決算
平成30年12

月31日

決算増減
（令和元年ー
平成30年）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

（1）経常収益[収入]

入会金 17,500 17,500 35,000 105,000 △ 70,000
正会員会費収入 1,215,000 1,215,000 2,430,000 2,520,000 △ 90,000
維持会員会費収入 2,835,000 2,835,000 5,670,000 5,640,000 30,000
広告収入 1,376,000 4,000 1,380,000 4,043,104 △ 2,663,104
交流、キャンペーン等収入 2,816,247 2,042,640 4,858,887 4,898,363 △ 39,476
寄附・協賛金 2,748,000 221,250 2,969,250 2,925,000 44,250 ※
受取利息 0 94 94 82 12
雑収入 1,562 19,383 20,945 24,215 △ 3,270
経常収入合計（収入高合計） 11,009,309 6,354,867 17,364,176 20,155,764 △ 2,791,588

（2）経常費用[事業費・管理費]

給料手当 3,824,804 2,549,869 6,374,673 6,289,802 84,871
諸謝金 50,000 0 50,000 110,000 △ 60,000
法定福利費 298,079 198,720 496,799 462,878 33,921
退職給付繰入額 45,000 30,000 75,000 75,000 0
外注費 2,896,640 62,000 2,958,640 3,522,240 △ 563,600
荷造運賃 67,808 114,400 182,208 189,095 △ 6,887
広告宣伝費 759,625 0 759,625 1,006,862 △ 247,237
会議費 79,803 54,836 134,639 123,523 11,116
旅費交通費 46,120 1,340 47,460 55,920 △ 8,460
通信費 941,784 258,476 1,200,260 1,416,957 △ 216,697
会合費 2,684,098 2,223,131 4,907,229 5,097,855 △ 190,626
消耗品費 335,166 206,671 541,837 353,379 188,458
新聞図書費 105,888 0 105,888 105,888 0
賃借料 82,222 54,815 137,037 133,441 3,596
雑費 228,885 201,051 429,936 367,819 62,117
経常費用計（事業費・管理費計） 12,445,922 5,955,309 18,401,231 19,310,659 △ 909,428

Ⅱ当期経常増減額（事業損益金額） △ 1,436,613 399,558 △ 1,037,055 845,105 △ 1,882,160

　　一般正味財産期首残高 6,552,587 5,707,482 845,105
一般正味財産期末残高 5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055

Ⅲ　正味財産期末残高 5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055
※囲碁会解散に伴う囲碁会の残金（221,250円）は法人会計分の寄附金収入とした。

経
常
収
益

（
収
入

）

経
常
費
用

（
事
業
費
・
管
理
費

）

◎　付属明細書は、注記に記載、若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

計算書類に対する注記に記載の方法で公益事業会
計と法人会計（管理費用）に区分、配賦して損益計
算書（正味財産増減計算書）を作成した。

令和元年決算 令和元年／平成30年度増
減

損益計算書（正味財産増減計算書）
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科 目 当年度 前年度 増減
I　資　産　の　部
1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 5,506,083 6,963,893 △ 1,457,810

貯 蔵 品 92,985 231,975 △ 138,990
バッジ対価
の使用待ち
切手等

キ ャ ン ペ ー ン 品 842,748 597,861 244,887
キャンペー
ン用バッジ
等の在庫を
計上

未 収 入 金 1,120 1,120 0
仮 払 金 0 0 0

流　動　資　産　合　計 6,442,936 7,794,849 △ 1,351,913
２．固　定　資　産

什 器 備 品 98,266 3,000 95,266 プリンター
購入

電 話 加 入 権 1 1 0 備忘価額

固　定　資　産　合　計 98,267 3,001 95,266
資　　産　　合　　計 6,541,203 7,797,850 △ 1,256,647
Ⅱ　負　債　の　部
１．流　動　負　債

未 払 金 59,838 65,888 △ 6,050 後納郵便代

仮 受 金 4,833 293,375 △ 288,542 雇用保険料
預かり

流 動 負 債 合 計 64,671 359,263 △ 294,592
２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 961,000 886,000 75,000
従業員退職
引当（1人
分）

固 定 負 債 合 計 961,000 886,000 75,000
負　　債　　合　　計 1,025,671 1,245,263 △ 219,592
Ⅲ　正　味　財　産　の　部

一般正味財産
（正味財産期末残高）

5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055

正　味　財　産　合　計 5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055
負債および正味財産合計 6,541,203 7,797,850 △ 1,256,647

貸　借　対　照　表
（令和元年12月31日）                                 （単位円）

※　付属明細書は、注記に記載、若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

貸借対照表
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理 事 及 び 監 事
の選任
次期理事・監事

（本総会決議事項）
任期
本総会終結後から、
本総会終結後２年以内
に終了する事業年度の
うち、最終のものに関
する定時会員総会の終
結の時まで

（令和４年 3 月までの
予定）

その他参考事
項

理事及び監事選任（選任決議事項）
その他

　現在の理事及び監事は本会員総会終了時に全員任期が終了となります。
定款第 21 条第１項により、本会員総会の決議により選任すべき理事及び監事
については、以下の候補者を理事及び監事に選任頂きますようにお願いします。

（１）理事の候補者
再任（重任）

川村隆、大久保尚武、小池明夫、村上隆男、佐藤育男、鈴木秀一、本間修、
松田昌士、岡村進

（２）監事の候補者
再任（重任）

五十嵐紀男、鐵川照夫
本総会終了後最初の理事会（書面）決議について
　定款第２１条第２項に定める、理事の中より理事会の決議により定めること
とされる、会長１名、副会長若干名、理事長１名、副理事長若干名及び常務理
事１名は標記理事会で定める予定です。
　なお、定款第２２条第５項の定めで、会長及び理事長は一般法人法第 91 条
第 1 項第 1 号に定める代表理事、副会長、副理事長及び常務理事は同第 2 号
に定める業務を執行する理事とされます。

本会員総会終了時に全員任期が終了となる「評議員」及び「相談役ほか」の選
任について
・定款第２４条第２項により、正会員若しくは登録会員の中から理事会の推薦
により、理事長が委嘱する５０名以内の「評議員」についても本総会後に開催
される理事会で推薦される予定です。
・定款 25 条に係る「名誉会長、相談役、顧問及び参与」も標記理事会で推薦
される予定です。
・定款第３９条第２項により、会員のうちから理事会が選任する「部会の構成員」
は別途、本総会後に開催される理事会で決議が行われる予定です。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
１月 2 ５日（金）１８時　ホテル
ニューオータニ「麗の間」会費 1
万円
約１２０名の参加で、キャンペー
ン「北方領土返還」「北海道新幹
線早期実現」「地域振興・ふるさ
と納税」をテーマに新年交礼会を
開催した。（次第、写真及び会報
記事参照）

　
　当倶楽部も一員となっている大会実行委員会の主催により２月７日の北方
領土の日に東京・千代田区の国立劇場で安倍総理を迎えて元島民代表や全国
の返還要求運動団体代表者ら１8 ００人が参加して平成 31 年北方領土返還要
求全国大会が開催され、倶楽部からも岡村進理事長、佐藤育男副理事長ら 15
名が参加した。

　北海道倶楽部主催の「第２3 回交流の夕べ」が 8 月２日夜、東京・銀座で
開かれた。（次第、写真参照）
　交流の夕べは財政再生中の夕張市支援も目的。倶楽部会員、会員以外をあ
わせ約１００人が参加。開会挨拶では、村上隆男理事長が倶楽部の進めるキ
ャンペーンの現状などを話した。
①北海道新幹線早期実現推進「新幹線早期実現」バッジ　
②北方領土返還運動推進「ブラウンリボン」「千島桜」バッジ
③夕張支援などへの地域貢献
　村上隆男理事長の開会の辞の後、国土交通省の倉内公嘉大臣官房審議官、

令和元年度事業報告
平成３１年１月１日から令和元年 12 月 31 日まで

１. キャンペーン推進の
ための事業

北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

平成３1 年１月２5 日（金）午後 6 時～８時　会場　ホテルニューオータニ　「麗の間」

「ちぎれ千島に雲が飛ぶ（森繁久弥）」の後１．開会の辞 ～キャンペーンについて 　　北海道倶楽部理事長              岡村　進 

 2．   来賓祝辞　　国土交通省   大臣官房審議官  後藤　貞二   様　　北海道　副知事　　　　　  辻　泰弘　様          3．   来賓ほかのご紹介（敬称略）  4．ご挨拶 　　北海道倶楽部会長　　　    松田　昌士 5．乾杯  　（会長）松田 昌士     （副会長） 大久保 尚武　川村 隆 　村上 隆男（発声）     （理事長）岡村 進  （副理事長）佐藤 育男  鈴木 秀一  本間 修　     （監事）五十嵐 紀男 6．懇談     ６：３０　　積極的な交流（名刺交換など）を願います。

 7．閉会（流れ解散）   ８：００　　　　　　　　　　　　　　 　

３．来賓ほかのご紹介（敬称略）その場でお声を挙げて下さい。

政党・国会議員（および事務所の代理の方）
衆議院議員　　　　　        池田    真紀
新党大地　代表　　　　    鈴木　宗男
参議院議員                             竹谷　とし子
衆議院議員　　　　　        道下　大樹

国土交通省
大臣官房審議官　　             後藤　貞二

北海道   
北海道 副知事                     辻　泰弘
北海道 東京事務所長           近藤　晃司
札幌市 副市長       　　　　町田　隆敏
帯広市 東京事務所長      井上　猛

 

平成３１年新年交礼会
公益社団法人北海道倶楽部

ご来場の方は｢ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」「新幹線バッジ」の何れかをお付けいただくよう、お願い申しあげます。（受付で用意しております。4 個 1 組千円）

 

千島桜
キャンペーン

We Love Hokkaido

北海道

新幹線
早期実現 ブラウンリボンバッジ

北方領土返還 シンボルバッジ北方領土返還

地 域 活 性 化

地域活性化
       ふるさと納税

№ 倶楽部役職等 名前 所属 役職に 81 相談役 西村　守正 株式会社ミライト 名誉顧問の 82 野沢　太三 野沢事務所 理事長は 83 評議員 畑中　優毅 岩田地崎建設株式会社 取締役常務執行役員東京支店長84 花田　善春 北海道福島会 幹事長85 馬場　秀二 日本ユースウエアシステム株式会社 社長86 原田　正雄 札幌通運株式会社 専務取締役本州地区営業本部長ひ 87 平澤　民義 常磐化学工業株式会社 代表取締役88 平林　和子ふ 89 藤岡　信 株式会社サッポロライオン 法人営業推進部長90 藤田　雅彦 株式会社広報ブレイス 主事91 古川　陽 国土交通省 北海道局総務課長ほ 92 副理事長兼常務理事（事務局長） 本間　修 ＤＧ株式会社 代表取締役ま 93 前川　一馬 ホッカンホールディングス株式会社 総務部94 牧　拓緒 株式会社総合保険企画 代表取締役会長95 評議員会議長 間瀬　雅晴96 町田　隆敏 札幌市 副市長97 会長 松田　昌士 東日本旅客鉄道株式会社 顧問98 松本　清 早稲田大学　ベトナム総合研究所 招聘研究員99 評議員 松本　淳一郎 ＮＰＯ法人日本児童文化教育研究所 理事100 丸山　聡 北海道放送株式会社 ラジオ部長兼総務部長む 101 副会長 村上　隆男 サッポロホールディングス株式会社 名誉顧問102 村木　爲男 株式会社三実通商 代表取締役も 103 森　健 ＮＰＯ人材開発機構 理事や 104 山﨑　修 総合商研株式会社 顧問105 評議員 山田　裕之 戸田建設株式会社 常務執行役員　土木工事統轄部長106 山田　光紀 株式会社北海道銀行 東京支店　副支店長107 山本　秀樹 株式会社北海道銀行 東京事務所　所長108 山脇　拓也 ホッカンホールディングス株式会社 総務部わ 109 評議員 若栗　伸夫 株式会社北洋銀行 常務執行役員　東京支店長110 和田　明宏 北海道旅客鉄道株式会社 東京事務所長111 渡部　篤 渡部技術士事務所 所長112 上野　さゆり 徳間ジャパンコミュニケーションズ 歌手

（数に限りがございますので、ご了承下さい。）※　お帰りに「ふうれん田舎餅」（豆餅）をお土産用にご用意しております。是非お持ち帰り下さい。   

交流イベント10 月 29 日 （火）

そのほか講演会、シンポジウムも予定しております。ご参加ください。

交流の夕べ8月 2日 （金）

＊2019 年北海道倶楽部イベント予定＊代々木北海道フェア出展10 月 3 日～ 6日

(1) 新年交礼会
1 月２５日

(2) 平 成 31 年 北 方 領
土返還要求全国大会

参加
2 月 7 日

(3) 交流の夕べ
　　　　　８月２日
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　種　　別　　　　　     　概　　要
松浦豊北海道地域振興監が祝辞を述べた。
続いて夕張市の大友秀樹理事が、引き続
き倶楽部の協力を訴えた。懇親会では参
加者らが交流。アトラクションではヴァ
イオリニストの清野百香さんが「ちぎれ
千島に雲が飛ぶ」などを演奏。抽選会も
行われ、会場を盛り上げた。

　道内の「秋の味覚」を満載した「第 31 回北海道フェア in 代々木」（実行委主催、
北海道倶楽部など後援）が、10 月 3 日から 6 日まで東京・渋谷区の代々木公
園で開かれた。最終日が雨で人出が少なかったため、４日間の来場者数は去年
の 70％の約 33 万 8500 人だった。
　倶楽部はキャンペーンなどをＰＲするため、「北海道 NOW」別冊を７万部
作成し、新聞折込で近隣住民に配布した。今回の紙面は、倶楽部のキャンペーン、
根室振興局、「ＮＰＯ法人住んでみたい北海道推進会議」をＰＲし、広報スペー
スとして国土交通省に「ウポポイ」を提供した。
　倶楽部のブースでは、北方領土返還キャンペー
ン、北海道新幹線早期実現キャンペーンなどを
行い、キャンペーンバッジや CD の販売、さらに
日高産「日高昆布」の無料配布を行い、盛り上
げた。また、今年も北海道北方領土対策本部が倶
楽部のブース前に署名コーナーを設け、北方領土
問題対策協会や内閣府北方対策本部から応援が来
て、北方領土問題を多くの入場者にアピールし、
多数の署名 ( 合計 851 筆 ) が寄せられた。
　北海道倶楽部が取り組む「北
方領土返還促進」などキャン
ペーンの推進を目的とした、

「第 56 回交流イベント」が
10 月２9 日夜、会員、会員以
外も含め約３００人が参加し
て東京・港区の明治記念館で
開かれた。
　川村隆会長は開会の辞で、

「北海道を元気づけるために倶

雪印メグミルク

令和元年　８月 ２ 日（金）

（開始 18 時 00 分） １． 開会の辞　　　　　 　   　　

 

　

銀座クラシックホール

次　第

ナチュラル　　　チーズセット　　　　×５セット

第２３回公益社団法人北海道倶楽部交流の夕べ

カマンベール、ブルー、プロボローネグラナ（クラッシュ）、チェダー（クラッシュ）ゴーダ（クラッシュ）☆の抽選プレゼント品につきましては、お名前とご送付先をご記入頂き、後日配送いたします。★の協賛品は手土産袋にそれぞれ入っております。手土産の数量が足りなくなった場合は役員等にお持ち帰りをご遠慮頂く場合がありますので、ご容赦下さい。

☆

北海道新幹線早期実現  

 

               ブラウンリボンバッジ北方領土返還

千島桜シンボルバッジ北方領土返還

キャンペーン

We Love Hokkaido
北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

サッポロビール

ビールセット　　　　（化粧箱入）　　×５セット

サッポロライオン

お食事券（5千円相当）　　×２セット

カレーセット　　　×３セット

　北海道日本ハム　ファイターズ   ★ポッカ   サッポロフード　　＆ビバレッジ

夕張市に支援を‼

本年度もふるさと納税をお忘れなく‼

２． 祝  辞　　　　　　　　　  倉内    公嘉　 様（国土交通省　大臣官房審議官）　

ご来賓、国会議員ほか        （名簿◎印記載の通り）（敬省略）ご紹介　

　

　

   　　４．お知らせ北海道から　　　　　　　松浦　豊　様（北海道　地域振興監）夕張から　　　　　　　    大友　秀樹　様（夕張市理事）　

３．

　

（18時20分）　　　　　（名誉会長）松田  昌士　（副会長）大久保 尚武　　　　　　　　　　　　 （副理事長）鈴木  秀一　本間  修　　　　　　　　　　　　 （監事）         五十嵐 紀男　　

７．アトラクション　　     　    清野　百香（ヴァイオリニスト ”ちぎれ千島に雲が飛ぶ” 他）　８．抽選会（19時）　　             栗本　利郎（評議員会副議長・事業部会長）

　９．中締め（20時）　　　         間瀬　雅晴（評議員会議長）　

夕張メロンソーダ富良野ラベンダーティー各1本セット×120組

8/14(水）VS千葉ロッテ（東京ドーム）Ｓ指定席ペアチケット３組

乾杯 　

　　　                 川村　隆（会長・発声）

地域活性化

懇  談　６．　　　

地域活性化

☆

　　　                  村上　隆男（理事長）

ふるさと納税

北見ハッカ通商

ペパーミントギフト　　詰め合わせ　　　×5セット

十勝毎日新聞社

お食事券（5千円相当）　　×2セット

　十勝屋

マクラカバーNクール　　2枚セット　130組　　

北海道放送株式会社

ＨＢＣオリジナルワイドＦＭバッジラジオ×5個

ＡＩＲＤＯ

ベア・ドゥMサイズ　　スープセット

X５セット

      （名刺交換を積極的に行って頂きますようお願いいたします。）　

５．

★ニトリホールディングス

●肌ざわりが良いパイル　生地×「強」接触冷感●抗菌防臭（表地）　　

●洗濯ＯＫ　（洗濯ネット使用）

(4) 北海道フェアに出
展
　　10 月 3 日～ 6 日

(5）第 56 回交流イベ
ント

10 月 29 日
（旧道産子の会）

  

　

　
一、 開会の辞（倶楽部会長挨拶）

               倶楽部会長

　　　　　　

    川村

　
隆

　

 二、国土交通省ご挨拶     

　

　　　　
大臣政務官                         門 

　
博文 様

　

 三、北海道ご挨拶  
               北海道知事

　　

                   鈴木 直道 様

   キャンペーン関連ご挨拶

    四、札幌市ご挨拶

      
         

　

   札幌市長(公益財団法人

                                PMF組織委員会 理事長）    秋元 克広 様 
   キャンペーン関連ご挨拶

    五、北方領土隣接地域ご挨拶

         

　

   北海道根室振興局地域創生部

　部長  山田 昌弘 様

    六、政党、国会議員、国土交通省、北海道、

　　　　　　
市町村、宮崎県関係者ほかご紹介

　

 七、乾杯   発声  理事長 村上 隆男

                       会長 川村 隆

　  副会長 大久保尚武・小池明夫

　理事名誉会長 松田昌士

　理事相談役 岡村進  
               

　        副理事長 佐藤育男・鈴木秀一・本間修

　監事 五十嵐紀男・鐵川照夫

　

  八、懇親（18時30分）・ＰＭＦ演奏（18時40分） 

　

 九、福引抽選（ 19時   副理事長 鈴木秀一   一部・二部）

                             賞品順当選番号一覧表・当選番号順賞品一覧表

    十、中締め

　　　

                                                 散会（20時）

北海道応援

　キャンペーン

ふるさと納税・北方領土返還・新幹線早期実現

第56回交流イベント次第

17時30分

　受付開始

17時45分

　開会演奏（ＰＭＦ）

18時00分

　開

　　演（司会

　下角

　陽子）

令和元年10月29日

！！
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　種　　別　　　　　     　概　　要
楽部も頑張りたい」と述べた。鈴木直道知事は「ほっかいどう応援団会議」に
言及し、秋元克広札幌市長は冬季五輪実現の決意を表明した。今回も秋元札幌
市長が理事長を務められているパシフィッ
ク・ミュージック・フェスティバル（PMF）
の若手演奏家がイベント開始前と乾杯後の
アトラクションで演奏し、参加者を魅了し
た。
　懇親会では恒例の福引抽選会や参加者に
は帯広農業高校産のカボチャなどのお土産
もあり、会場内にはビザなし交流で北方領土を訪れた会員が撮影した写真の
展示コーナーもあり、イベントを盛り上げた。御協賛社は 61 社に上った。
　根室管内 5 市町でつくる「北方領土隣接
地域振興対策根室管内市町連絡協議会」（北
隣協）の主催。１９４５年に当時の根室町
長が領土返還を陳情したことにちなんだ「
返還要求運動原点の日」の 12 月 1 日に、
毎年開催しており今回で 14 回目となった。
今年の行動には、根室管内出身者をはじめ、各都道府県の返還運動関係者ら
約５００人が参加した。参加者らは日比谷公園を出発し約 1.6㎞をデモ行進。
北海道倶楽部からも本間修事務局長、小林巧評議員会議長ら 4 人も参加した。
その後､ 京橋で開かれた内閣府主催の「根室地域魅力発信シンポジウム」に
も出席した。
　道などが主催する「令和元年度ふるさと北海道応
援フォーラム」（倶楽部協賛）が 12 月 16 日、東京・
飯田橋の「ホテルメトロポリタンエドモント」で開
かれ、約２５０人の参加者が出席した。
　鈴木直道道知事の主催者挨拶後､ 第１部のセミナ
ーの企業経営者等の講演では、ダイヤモンドヘッド

（株）の石田執行役員札幌本社統括部長の「北海道
進出後の採用戦略と今後の展望」、（株）ジモティー
の片山代表取締役の「北海道北見支社開設の目的と
今後の展望」、ポートヘフナー（株）の道口執行役
員の講演が行われた。その後､ 北見市と上士幌町､
下川町が企業誘致の事例を発表。
　第２部の交流会では川村会長が挨拶を行った。各
自治体のブースでは特産品のＰＲが行われ、大いに
盛り上がった。

(6）北方領土返還要求
中央アピール行進
　　　　　　　　参加
　  　　　   12 月 1 日

(7) 令和元年度ふるさ
と北海道応援フォーラ
ム 
　　　　　　　  協賛
                 12 月 16 日

 15:00～17:00 ［ 第1部 セミナー ］ 17:10～18:30 ［ 第2部 交流会 ］

ホテルメトロポリタン エドモント 本館2F

フォーラム：悠久 交流会：万里 京都千代田区飯田橋3丁目10-8

  JR飯田橋駅東口／ＪＲ水道橋駅西口より徒歩約5分  地下鉄東西線 飯田橋駅A5出口より徒歩約2分

 申し込み方法  面FAX用紙又はWEBのいずれかでお申込みください。

 催：北海道・北海道企業誘致推進会議後援（予定）：北海道倶楽部、北海道経済連合会、北洋銀行、北海道銀行、北陸銀行、北海道大学、室蘭工業大学、北見工業大学、小樽商科大学協力（予定）：サッポロビール株式会社、ポッカサッポロ北海道株式会社

TEL.011-222-5555（小黒） 事業受託者／株式会社ピーアールセンターお問い合わせ

 るさと北海道
応援フォーラム
 るさと北海道
応援フォーラム
 るさと るさと
フォーラムフォーラム

2019年12月16日［月］15:00～18:30（開場・受付14:30）

裏面がFAX申込書となって ります。

定 員100名

 詳細は裏面をご覧ください。

参加費無料

日 時 会 場

 rogram プログラム

第1部セミナー

第2部 交流会

15:0015:2015:4016:0016:1016:30

主催者挨拶・北海道プレゼンテーション講演 Ⅰ講演 Ⅱ休憩講演 Ⅲ自治体事例発表17:10～18:30 参加企業の皆さまと交流会を実施します

ダイアモンドヘッド株式会社 札幌本社 執行役員 札幌本社統括部長

ポートヘフナー株式会社 執行役員

株式会社ジモティー 代表取締役社長

北海道知事 

北見市、上士幌町、下川町

　近年、北海道は、首都圏等との同時被災リスクの低さや人材の確保の観点から、企業のリスク分散の適地として注目されており、新しい動きとして、本社機能の分散や人材に着目して道内各地へのサテライトオフィスの設置などが活発化しています。　また、来年2020年には、東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。北海道としては、働き方改革が進む中、特に東京都心部でテレワークが推奨されるこの時期に、北海道での遠隔地型のテレワークやご家族一緒のワーケーションをご提案します。　北海道での新たなビジネス展開をお考えの皆様のご参加をぜひお待ちしています。

石田 一彦氏

道口 恵子氏

加藤 貴博氏

鈴木 直道北海道進出後の採用戦略と今後の展望北海道北見支社開設の目的と今後の展望

北海道美唄おしごとひろば「びーさて」～発見した！いろいろな働き方、いろいろな仕事～

～北海道へのオフィス分散化、そして新しいワークライフスタイル・北海道でのテレワークやワーケーションのご提案～
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　種　　別　　　　　     　概　　要

２. キャンペーン

(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン

(2) 北方領土返還推進
「ブラウンリボンバッジ」
「千島桜バッジ」キャンペー
ン

(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン

1) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　平成 28 年 3 月号から北海道と協議し 1 号あたり 2 自治体の紹介を掲載し
ているが、今年度は空知管内、留萌管内を順次掲載した。
2) 夕張市振興へ協力
　8 月の交流の夕べで夕張振興を訴え、メロンの販売や夕張へのふるさと納税
をお願いした。
3) 10 月の代々木フェア配布の北海道 ”NOW" 別冊号で NPO 法人住んでみたい
北海道推進会議と共に記事掲載など地域振興を目的とする広報活動を行った。
4) 根室振興局管内（北方領土隣接地域）の振興に協力
　10 月の交流イベントに北海道根室振興局がブースを設置、管内企業提供商
品の試食会や、福引抽選会に地元の特産品を協賛するなど根室地域の振興の活
動を行った。
1) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1 月）
配布バッジ数累計　42,872 個（無料分を含む）（うち本年度配布 1,975 個）
収入総額 7,058,213 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）
2) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　3,022 個（無料分を含む）（うち本年度配布 137 個）
収入総額 596,920 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）
3)「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 479 枚、本年度 0 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 383,600 円　本年度収入金額 0 円
1) 北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布した。
2) 趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場する
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　種　　別　　　　　     　概　　要
北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするために、
話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進する
ものである。
3) 早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現

2 2 2 2

のため、話題の「きっかけ」グッ
ズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。
バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）
配布バッジ数累計  3,443 個（無料分を含む）（うち本年度配布 15 個）
累計収入総額 579,658 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）

　倶楽部会員の佐野勝宣さんが、7 月 5 日から 8
日にかけて独立行政法人「北方領土問題対策協会」
主催の「ビザなし交流」に参加、北方領土の色丹、
択捉両島を訪問した。現地では水産加工場建設現
場視察や日本人墓地墓参・清掃作業にも携わった。
日本文化や料理を住民に紹介したり、各家庭に訪
問するなど住民とも交流した。
　会報に訪問記を掲載し広報し、また貴重な北方
領土の写真は、交流イベントで展示した。

　北海道倶楽部主催の講演会が 11 月 19
日、東京・千代田区の「アイオス永田町」
で会員外を含め約 50 人の聴衆を集めて
開かれ、鈴木直道北海道知事が「挑戦の
大地・北海道」と題して講演した。川村
会長の開会の挨拶の後、就任以来の取り
組みと成果、今後の政策展開、2030 年
に向けたロードマップを熱く語った。

　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７３２号から第７４２号まで発行（毎月 1 日、ただし 2 月 1 日号は休刊）
会員以外への会報の配布も積極的におこなった。( ふるさと会、北海道情報ラッ
クなど）

　広報紙「北海道 ”NOW”」（別冊）の発行配布は公益事業として、会員外の読
者層を狙った記事を集め、配布対象を広げ配布することを目指すものである。

3. キャンペーン推進
のための調査研究事
業
(1) ビザなし交流
　

(2) 特別講演会

4.キャンペーン推進の
ためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

(2)「北海道 ”NOW”」
増刊（別冊）（カラー

  　2020 年 ( 令和２年）　５月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４６号　（4）

 海外における道産水産物などの消費縮小や、国内における物産展の中止、飲食店の休業など、
道内の生産者や企業においては、厳しい経営環境に直面しています。 
こういう時こそ、道民が北海道を見つめ直し、コロナに負けない取組を進めている自分や家族

へのご褒美として、様々なシーンでおうちで道産品を楽しみながら、道内企業を応援する取組と
して、「おうちで応援！かって北海道」をキャッチフレーズに、道民運動が展開されています。 
道外にお住まいの皆様も是非この機会に道産品をお楽しみください。 
→特設サイト「おうちで応援！かって北海道！」https://hkd-ouendankaigi.jp/ouchi.html

○ 様々なシーンの例

おうちでレストラン 

飲食店・ホテル等の
ケータリングサービス
等を活用してお母さん
の家事軽減に。

おうちで食育 

 おにぎりや、おにぎ
らず、手巻き寿司など
の調理の具に道産品を
使い、こどもと一緒に
クッキング。

おうちでプレゼント

 実家や友達に道産品
をプレゼントし、オン
ラインで食卓を囲み団
らんを。

○ 取組のご紹介

 通販サイト（楽天市場、Yahoo!ショッピング、47CLUB）で、どさんこ
プラザお薦めギフト商品などを出品、キャンペーン期間ごとに割引サー
ビスなどを実施します※期間：第 3期 6/1～6/30、第４期 7/1～7/31 

SOS! 
牛乳チャレンジ 

牛乳を飲む動画を SNSに投稿し、牛乳乳製品の消費拡大を呼びかける
運動が道内外や著名人に波及し、盛り上がりを見せています。是非ご参加
を！ 「#牛乳チャレンジ」 

道ホームページ「エールを北の医療へ！」 

 北海道は、新型コロナウィルス感染の影響を
受けており、医療の現場では、尊い使命感をもっ
た方々が命を守るため、日夜奮闘されています。 
 地域医療を守るための寄附を募集しています
ので、皆様のご支援をよろしくお願いします。 

  　2020 年 ( 令和 2 年）　6 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４７号　（4）

北方領土問題への北海道の取組について

詳しくは… 北海道総務部北方領土対策本部 検索

お問合せ先：北海道総務部北方領土対策本部 電話：011-204-5068（直通）

北海道は、北方領土問題の解決を道政上の最重要施策として位置づけ、北方領土問題
の早期解決に向けた国の外交交渉を後押しするため、必要な諸対策を積極的に推進して
います。
今回は、北海道が行っている取組の一部を紹介します！

１ 「北方領土の日」ポスターコンテスト

このコンテストは、２月７日の「北方領土の日」を広く周知するためのポ
スターデザインや図画作品を募集する事業です。
全国の方を対象とした一般の部では、「一般」、「大学・専門学校」、

「高校」の３つの部門があり、各部門の最優秀賞から選考された最優秀賞
（総合）を受賞した作品をポスターデザインとして採用しています。
また、道内の小学校５・６年生と中学生を対象にした子どもの部では、各

部門の最優秀賞の図画デザインを活用して、ポケットティッシュなどの啓発
グッズを作成しています。昨年度は、全部門合わせて501作品のご応募があ
りました。
あなたの描いたデザインがポスターとして全国に掲示されるかもしれませ

ん！皆さまのご応募をお待ちしております！

北海道では、上記で紹介した以外にも、年間を通じて様々な取組を行っています。
また、今後は、北海道倶楽部との連携をより一層強化して啓発活動などに取り組んで
まいりますので、会員の皆さん、啓発活動への積極的なご参加・ご協力をどうぞよろ
しくお願いします！

2019年度最優秀賞（総合）
泉 みこと さんの作品

２ 北方領土“中学生の声”発信事業

一般の部 子どもの部

募集期間 令和２年（２０２０年）６月１２日（金）～１０月１６日（金）

応募資格 高校生以上（プロ・アマ不問） 道内小学５・６年生と中学生

募集内容 「北方領土の日」のポスターデザイン 北方領土のイメージ図画

作品サイズ Ａ３：縦 八切：横

応募方法など詳しくは、北海道北方領土対策本部のウェブサイトをご覧ください！

ＱＲコードから
サイトにアクセ
スするッピ！

このコンテストは、北方領土について関心を持ち、理解を深めてもらうために、道内の中学生
を対象に北方領土に関する作文を募集する事業です。作文の内容は、北方領土について考えたこ
と、学習したこと、語り部を聞いた感想など北方領土に関することであれば、自由です。

昨年度は、全道から184作
品のご応募があり、入賞した作
品を編纂した作品集を道内の学
校等に配布しました。
また、今後は、例年開催してい

る表彰式に加えて、入賞者の方が
“中学生の声”として作文を発表
する作品発表会を開催する予定で
す。

詳しくは、ＱＲ
コードからウェ
ブサイトにアク
セスするッピ！

2019年度表彰式の様子

北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」

  2020 年 ( 令和 2 年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５０号　（4）

  2020 年 ( 令和２年）　10 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５１号　（4）

　道では、北海道で発掘・発見された恐竜や古生物化石などの資源を活用した地域活性化の取組を進めてい
ます。
　今年度は、北海道内の恐竜や古生物化石を皆様に知っていただくため、北海道博物館での「恐竜展
2020」をはじめ、各地域の博物館などでイベントを開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響を受け、中止又は延期となってしまいました。
　未だに新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念され、閉塞感が漂う状況が続いていますが、子ども達の楽
しみとなり、笑顔が見られるよう、また、感染症予防に留意しながら、マップを片手に恐竜や古生物化石の
展示施設を巡っていただけるよう、「ほっかいどう恐竜・化石マップ」制作プロジェクトとして、ふるさと
納税制度を活用したクラウドファンディングを令和２年１０月２５日（日）まで実施しています。

※ご寄附いただいた方には、完成したマップと「恐竜・化石カード」を１枚お送りいたします。

恐竜・化石大陸北海道」を紹介するマップづくり
～クラウドファンディングによる寄附のお願い～

  2020 年 ( 令和 2 年）　11 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５２号　（4）

　            新型コロナウイルスの感染拡大により影響を受けられた皆様にお見舞い申し上げます。
　            また、感染拡大防止にご尽力いただいている医療関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　去る 4 月 3 日、PMF2020 の開催中止を決定いたしましたが、この度の新型コロナウイルスの感染
拡大は日本国内、世界各国の様々な人々、産業、社会構造そのものに大きな影響を与えております。
　そのような中、非常に多くの皆様から PMF の今後についてご心配や励ましの声をいただき、職員一同、
感謝の念に堪えません。
　現在 PMF では、音楽祭中止に伴う種々の業務を行っておりますが、並行して来年の再開に向けて、
コロナウイルスの収束動向を想定したシミュレーションを描きながら、準備を進めております。
　PMF の事業は、若手音楽家（アカデミー生）の教育、演奏会の開催、音楽普及の３つの柱で行って
きておりますが、来年以降もこの事業構成と事業規模はぜひとも維持をして北海道の夏を彩る PMF を
継続していきたいと考えております。
　そこでこの度、新たにインターネットを通じた寄付を募集することといたしました。
　今回いただきましたご寄付は、コロナウイルスの収束状況を注視しながら、今年度に実施を予定して
いる PMF の事業及び PMF2021 に向けた準備のための資金として、大切に使用させていただきます。
　
　来年の夏、PMF が再び世界各国から若手音楽家（アカデミー生）を迎え、多くの皆様に素晴らしい
音楽をお届けできますよう、皆様のご支援を心からお願いいたします。

2021 年夏の PMF 再開に向けたご寄付のお願い

なお、公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会へのご寄付は、税控除の対象となり、税制
上の優遇措置を受けることができます。確定申告に必要な「寄付金受領証明書」を発行・送付いたします。

とは　パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌（PMF）は、1990 年、『ウエストサイド・ストー
リー』の作曲者として知られる世界的な指揮者、レナード・バーンスタイン（1918 ～ 90）が、ロンドン交響楽団とともに札幌で創設した国際教
育音楽祭です。これまで約 30 年にわたり、世界 77 ヵ国・地域に延べ 3,600 人以上の優秀な音楽家を輩出し、未来のクラシック音楽シーンを担う
人材の育成に貢献しています。

Pacific Music Festival （PMF） 

寄付フォーム

こちらから直接お申し込みいただけます。

https://www.pmf.or.jp（Top Page）

https://s2.g-sb.net/pmf/new/

公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会

https://www.pmf.or.jp/jp/support/

TEL・FAX

ホームページ

〒 060-0052 札幌市中央区南 2 条東 1 丁目 1-14  住友生命札幌中央ビル 1 階

メ ー ル webmaster@pmf.jp（全般）
各種お問い合わせは以下でご確認ください。
https://www.pmf.or.jp/jp/information/contact.html

写真提供：（公財）PMF 組織委員会 写真提供：（公財）PMF 組織委員会

写真提供：（公財）PMF 組織委員会

TEL. 011-242-2211（平日 9:00 ～ 17:30）
FAX. 011-242-1687

←こちらから WEB にアクセスして
　ください。

  2020 年 ( 令和 2 年）　７月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４８号　（4）

  2020 年 ( 令和 2 年）　12 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５３号　（4）

1 月号　　内閣府

３月号　　北海道倶楽部　内閣府 ４月号　　内閣府　北海道倶楽部　

９月号　　内閣府

１１月号　パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌
１０月号　　北海道総合政策部地域創生局

５月号　　北海道　東京事務所

2020年4月に開館予定のあったウポポイ（民族共生象徴空間）
は新型コロナの影響により開館日を何度となく変更。倶楽部
は開館に向けて複数回の広報を行いました。

2020 年は新型コロナウイルスで北海道のさまざまな影響があ
りました。 お願い、 応援が広報面にも登場しました。

北海道倶楽部のキャンペーンの一つ、北方領土返還運動に関
する広報は例年通り行われました。

７月号　　北海道十勝総合振興局 １２月号　　北海道根室振興局６月号　北海道総務部北方領土対策本部

毎年夏のコンサートのお知らせをして
いる PMF からの寄付のお願い。

世界遺産登録を目指す「北海道・北東
北の縄文遺跡群」は初の掲載。北海道
にはさまざまな遺跡があります。

会報「北海道 NOW」では広報面を設けています。（3月号、4月号、8月号は倶楽部広報）

２０２１年も広報活動に力を入れてまいります。ご協力をお願い致します。

  2021 年 ( 令和３年）　４月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５６号　（1）

令和 2年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）

１．寄附募集先と寄附の目的
　・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。　どなたでもご寄附いただけます。
　・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。
２．寄附の種類
　・別表の区分により寄附を募集します。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
　 ・ なお、ご寄附を頂いた場合、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付（倶楽部会員ではない方）するほか、
　　寄附者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い
　・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、
　　キャンペーンイベントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

寄附の種類	
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　  1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円
　任意の金額も可

令和 3 年 3 月 9 日に令和 2 年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されて
おります。当日議案の一部を抜粋しています。

令和 3年度寄附のお願いについて
公益事業への皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。
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科 目 当年度 前年度 増減
I　資　産　の　部
1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 5,757,838 5,506,083 251,755

貯 蔵 品 55,778 92,985 △ 37,207
バッジ対価
の使用待ち
切手等

キ ャ ン ペ ー ン 品 778,511 842,748 △ 64,237
キャンペー
ン用バッジ
等の在庫を
計上

未 収 入 金 325,000 1,120 323,880
仮 払 金 0 0 0

流　動　資　産　合　計 6,917,127 6,442,936 474,191
２．固　定　資　産

什 器 備 品 50,633 98,266 △ 47,633 プリンター
簿価ほか

電 話 加 入 権 1 1 0 備忘価額

固　定　資　産　合　計 50,634 98,267 △ 47,633
資　　産　　合　　計 6,967,761 6,541,203 426,558
Ⅱ　負　債　の　部
１．流　動　負　債

未 払 金 45,185 59,838 △ 14,653 後納郵便代

仮 受 金 315,056 4,833 310,223 雇用保険料
預かり

流 動 負 債 合 計 360,241 64,671 295,570
２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 1,036,000 961,000 75,000
従業員退職
引当（1人
分）

固 定 負 債 合 計 1,036,000 961,000 75,000
負　　債　　合　　計 1,396,241 1,025,671 370,570
Ⅲ　正　味　財　産　の　部

一般正味財産
（正味財産期末残高）

5,571,520 5,515,532 55,988

正　味　財　産　合　計 5,571,520 5,515,532 55,988
負債および正味財産合計 6,967,761 6,541,203 426,558

貸　借　対　照　表
（令和2年12月31日）                                 （単位円）

◎　付属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

貸借対照表
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　種　　別　　　　　     　概　　要
WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセス
でき、様々な読者層にアピールすることができる。

１)「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行　
　北海道 ”NOW” 第７５３号別冊として、１年間に掲載した留萌振興局・上川
総合振興局管内の２２市町村の紹介を 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に
掲載した。（２. キャンペーン　(1) ふるさと納税・地域振興等キャンペーンの
欄参照）

２)WEB 別冊号の発行　
　北海道 ”NOW” 第７５０号 WEB 別冊として、故松田
昌士元会長の追悼記事を倶楽部の HP に掲載した。

　１８カ所（レストラン、店舗等）設置
北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付

　倶楽部の対外的広報のため、内容の更新に務めた。
イベント等の参加申込、終了報告、イベント中止の報告、リモートワークで
の事務局体制の通知、その他報告事項など更新を行った。

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」
　村上理事長が顧問に就任。
2) 北海道が推進する「北海道・ロシア地域間協力チーム」に参加（情報収集）
3) ほっかいどう応援団会議参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

(2) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の別冊を
WEB 版として HP に掲
載

(3) 北海道情報ラック
設置

(4) 倶楽部ホームペー
ジ対応

５. 協賛・後援名義
の付与ほか

    （1）   2020 年 ( 令和２年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７５０号 WEB 別冊

公益社団法人北海道倶楽部〒100-0014 東京都千代田区永田町             2-17-17 北海道東京事務所1 階

毎月１回１日発行　定価８０円

TEL 03-3581-4021 FAX 03-3581-4022E-mail hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jphttp://www.hokkaido-c.or.jp/

We Love  Hokkaido

北海道 “NOW”
北 海 道 情 報 紙 知 ら な い こ とい っ ぱ い ！ ！

KITAKARA

      
 HOKKAIDO CLUB

ECNIS

            7291

　世界平和を実現するとい

うユネスコ（ＵＮＥＳＣＯ）

＝国際連合教育科学文化機

関)の意義に感動し、松田

会長は大学時代にいち早く

母校北海道大学にユネスコ

クラブを立ち上げ、ご自分

の生涯活動として続けてこ

られた社会奉仕活動に民間

ユネスコ活動が有ります。

ちなみに奥様ともこのユネ

スコ活動を通じて知合った

のだと生前よくお話しされ

ていました。

　ＵＮＥＳＣＯは、前世紀

の二つの大戦の言語に絶
する惨禍を経て、“二度と

戦争を起さない世界を構

築して世界平和を実現す

る”ことを目標として国際

連（UNITED

　 NATIONS）

の専門機関として昭和20年

（１９４５）11月に設立さ

れ、本部はフランスのパリ

にあります。このＵＮＥＳ

ＣＯは当時米国の占領下に

あった日本を、我が国が国

連に加盟する5年も前の昭

和26年（１９５１）7月に

いち早く加盟国として受け

入れてくれました。ＵＮＥ

ＳＣＯ加盟は戦後の日本が

　故松田昌士名誉会長（以下、松田会長）は鉄道以外の分野でも多くの社会奉仕活動をしております。ご幼

少のころから大好きだった野球界の発展のために平成17年（２００５）2月〜平成22年(２０１０)年2月

は日本野球連盟会長、平成17年6月〜平成21年(２００９)５月は全日本アマチュア野球連盟の会長も兼務

されて、野球ファンを大切にして喜んで頂くために様々な変革を実行され、ご活躍したことは皆様よくご存

じの事ですが、その他にも多くの社会奉仕活動をされましたので、その主なものをご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間瀬雅晴倶楽部会員

　
記）

　平成22年（２０１０）9

月に奈良市で開催された第

66回日本ユネスコ運動大会

で松田会長が「核兵器のな

い世界へ向けての宣言」を

行いました。多くの参加者

の賛同を得たので、理事会

の決定を経て１５０の各地

のユネスコ協会の会長方が

署名した宣言文は日本の民

間ユネスコ活動組織の総意

として国際連合事務総長パ

ン・ギムン氏、ＵＮＥＳＣ

Ｏ事務局長のイリーナ・ボ
コバ氏(いずれも当時)に

送付されました。

　その結果、平成23年

（２０１１）3月には国際

連合本部事務局軍縮室長名

で、第67回国連総会に提出

される「軍縮と不拡散教育

報告書」に記述することを

内部で協議すると共に、日

本の民間ユネスコの軍縮と

核兵器不拡散運動に向けた

継続的な貢献をたたえると

の返信がありました。

松田名誉会長、社会奉仕活動にも全力
既報の通り、去る５月１９日に当会名誉会長松田昌士氏が肝臓がんのためご逝去されました。
満８４才でした。改めて心からのご冥福をお祈り申し上げます。

１
．
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
活
動

　
日頃の貢献が評価され、ＵＮＥＳＣＯボゴバ

事務局長（当時）から感謝のメダルを授与され

る松田名誉会長。右は野口日本ユネスコ協会連

盟理事長（当時）

カンボジア　スレ・クバーブ　寺子屋

平和国家として国際社会に

復帰する上で極めて重要且

つ象徴的な出来事でした。

　平成23年（２０１１）に

公益社団法人化された日本

ユネスコ協会連盟（東京・

恵比寿）は、各地のユネス

コ協会や同クラブ等の構成

団体２７８団体、維持会員

１４１社、賛助団体19団体、

個人会員２５７名と法人・

個人を含めて６８６の会員

数（２０２０年3月現在） を持つ大きな組織です。

　平成18年（２００６）6

月には公益社団法人日本ユ

ネス協会連盟の第10代会長

に就任された松田会長は、

平成29年（２０１７）6月

に名誉会長に就任されるま

での11年間に亘り我が国の

民間ユネスコ運動のキーマ

ンとして尽力されてきまし

たので、その一端をご紹介

します。

「核兵器のない世界へ向けての宣言」

　　　
採択と国連本部への送付

　平成23年(２０１１)３

月11日に発生した東日本大
震災に当たっては、同協会

連盟は震災後の同年3月14

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援

　
　

募
金
の
立
ち
上
げ

日にはいち早く「東日本大

震災子ども支援募金」活動

を開始しました。

　松田会長はその広い人脈
を生かして三菱東京ＵＦＪ

銀行（当時）、三菱ＵＦＪ

フィナンシャル・グループ

からの多額のご寄付を基に 「育英基金」創設（後記①）

を決定しました。

　その他ＪＲ東日本グルー

プ企業はもとより多くの一

般企業にも寄附を呼びかけ

ると共に全国のユネスコ組

織を総動員して一般個人に

も広く寄附を呼びかけた結

果、後記①を除いた一般

寄附だけでも、2年間で

18億２７００万円という多

額の寄附金が集まりまし

た。　日本ユネスコ協会連盟で

は2つの返済不要の奨学金

を設定して現在も支給を続

けています。

①「ＭＵＦＣ・ユネスコ協

会

　東日本大震災復興育英

基金」　この基金は、三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行（当時）と三菱Ｕ

ＦＪフィナンシャル・グ

ループからの寄附金を財資

とて、震災で両親もしくは
いずれかの保護者が死亡・

行方不明となった小学校か

ら高校学校に在籍中の児

童・生徒に、一人当たり一

時金10万円＋月額2万円の

奨学金を高校卒業まで支給

するもので、累計受給者は

約1４８６名に達していま

す。②「ユネスコ協会就学支援

奨学金」

　この基金は、大震災と福

島原発事故の影響で家庭の

経済状況が著しく悪化した

岩手、宮城、福島三県の家

庭の高校進学を希望する中

学3年生を対象として高校

2年次まで一人当たり毎月

2万円を３年間支給すると

いうもので、累計受給者の

数は3４１３名です。

　日本ユネスコ協会連盟

は平成2年(１９９０)の

国際識字年をきっかけに

世界寺子屋運動を開始し

ました。この運動は発展

途上国で寺子屋と呼ぶ学

校（Community Learning 
Center）を設立して、家庭

の事情により公的教育制度

による教育を受ける機会を

逃がした大人達や、小学校

に通えない児童を対象に、

初等教育や識字教育、技術

習得を施し、安定した収入

を得られるようにすること

により地域の持続可能な発

展につながるように支援を

続け、これまでアフガニス

タン、カンボジア、イン

ド、ネパールなどアジア諸
国の各地に寺子屋が設立さ

れています。

　　　　　　

　ちなみにカンボジアには

現在16か所の寺子屋が設立

され、同政府は“非正式教

育機関”として認定済み

で、これら寺子屋の「復学

支援クラス」終了者には小

学校卒業同等の資格が与え

られ、さらに上の公立の学

校に進める道が開かれてい

ます。　松田会長はアジアユネス

コ協会連盟（ＡＦＵＣＡ）

の会長でもいらっしゃいま

したので、寺子屋運動を始

めアジア近隣諸国のユネス

コ協会との友好関係確立に

も尽力されました。

　

育英基金年次報告パンフレット

世
界
寺
子
屋
運
動
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損益計算書（正味財産増減計算書）
令和2年1月1日～令和2年12月31日

公益事業会計 法人会計 合計
前年度決算
令和２年12月
31日

決算増減
（令和2年-令
和元年）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

（1）経常収益[収入]

受取会費　　（入会金） 10,000 10,000 20,000 35,000 △ 15,000

　　　　　　　　 （正会員会費収入） 1,072,500 1,072,500 2,145,000 2,430,000 △ 285,000

　　　　　　　　（維持会員会費収入） 2,715,000 2,715,000 5,430,000 5,670,000 △ 240,000

事業収入　 （広告収入） 1,027,380 1,305,000 2,332,380 1,380,000 952,380

交流、キャンペーン等収入 568,553 380,600 949,153 4,858,887 △ 3,909,734

受取寄付金（寄附・協賛金） 1,875,000 0 1,875,000 2,969,250 △ 1,094,250

受取利息 0 80 80 94 △ 14

雑収入 0 15,162 15,162 20,945 △ 5,783 増減率

経常収入合計（収入高合計） 7,268,433 5,498,342 12,766,775 17,364,176 △ 4,597,401 -26.5%

（２）経常費用[事業費・管理費] 事業費 管理費

給料手当 3,643,107 2,428,738 6,071,845 6,374,673 △ 302,828

諸謝金 50,000 △ 50,000

法定福利費 262,603 175,069 437,672 496,799 △ 59,127

退職給付繰入額 45,000 30,000 75,000 75,000 0

外注費 2,885,251 500,000 3,385,251 2,958,640 426,611

荷造運賃 11,274 5,222 16,496 182,208 △ 165,712

広告宣伝費 759,625 △ 759,625

会議費 0 42,960 42,960 134,639 △ 91,679

旅費交通費 19,910 3,560 23,470 47,460 △ 23,990

通信費 618,460 458,748 1,077,208 1,200,260 △ 123,052

会合費 461,700 369,130 830,830 4,907,229 △ 4,076,399

消耗品費 190,758 121,681 312,439 541,837 △ 229,398

新聞図書費 105,888 0 105,888 105,888 0

賃借料 81,453 54,302 135,755 137,037 △ 1,282

雑費 106,317 89,656 195,973 429,936 △ 233,963 増減率

経常費用計（事業費・管理費計） 8,431,721 4,279,066 12,710,787 18,401,231 △ 5,690,444 -30.9%

Ⅱ当期経常増減額（事業損益金額） △ 1,163,288 1,219,276 55,988 △ 1,037,055 1,093,043

5,515,532 6,552,587 -1,037,055

5,571,520 5,515,532 55,988

5,571,520 5,515,532 55,988

◎　付属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

計算書類に対する注記に記載の方法で公益事業会
計と法人会計（管理費用）に区分、配賦して損益
計算書（正味財産増減計算書）を作成した。

令和2年決算 令和2年／令和元年度増減

経
常
収
益
（

収
入
）

経
常
費
用
（

事
業
費
・
管
理
費
）

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅲ正味財産期末残高

損益計算書（正味財産増減計算書）
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（単位円）
科　　　　目 場所・物量等 使用目的等 当年度 前年度 増減

（流　動　資　産）
現 金 ・ 預 金 運転資金として 5,757,838 5,506,083 251,755

現金 現金手元有高 0 0 0
預金 普通預金　 みずほ銀行町村会館出張所１ 3,725,367 1,500,048 2,225,319
預金 普通預金　 北洋銀行東京支店　 784,805 2,940,760 △ 2,155,955
預金 普通預金　 北海道銀行東京支店 448,998 449,534 △ 536
預金 定期預金　 北洋銀行東京支店　 200,000 200,000 0
預金 定期預金　 北海道銀行東京支店 100,000 100,000 0
貯金 郵便振替預金 498,668 315,741 182,927

貯 蔵 品 計 在庫として 55,778 92,985 △ 37,207

切手 事務所保管 37,704 86,843 △ 49,139
バッジ対価の使用
待ち切手

はがき　返信先印刷済 事務所保管 0 0 0
はがき 事務所保管 14,364 372 13,992

レターパック 事務所保管 3,710 5,770 △ 2,060 バッジほか送付用
収入印紙 事務所保管 0 0 0

キャンペーン品計 在庫として 778,511 842,748 △ 64,237
キャンペーン用
バッジ等の在庫

ブラウンリボンバッジ 事務所保管 327,758 376,638 △ 48,880
千島桜バッジ 事務所保管 66,298 80,648 △ 14,350

CD 事務所保管 87,040 87,720 △ 680
新幹線バッジ 事務所保管 297,415 297,742 △ 327

未 収 入 金 325,000 1,120 323,880
会員名簿ほか未収
入分

仮 払 金 0 0 0
流　動　資　産　合　計 6,917,127 6,442,936 474,191
（固　定　資　産）

什 器 備 品 計 3,000 3,000 0
絵画　西村計雄　「ハイデルベルヒ’６３」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

絵画　西村貴久子「流氷」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0
絵画　岩船修三「白鳥」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

電 話 加 入 権 備忘価額 1 1 0 備忘価額

備 品 プリンター 47,633 95,266 △ 47,633 一括償却資産

固　定　資　産　合　計 50,634 98,267 △ 47,633
資　　産　　合　　計 6,967,761 6,541,203 426,558
（流　動　負　債）

未 払 金 45,185 59,838 △ 14,653 後納郵便代ほか

仮 受 金 計 315,056 4,833 310,223
内　雇用保険 2,146 4,833 △ 2,687

流 動 負 債 合 計 360,241 64,671 295,570
（固　定　負　債）

退 職 給 与 引 当 金 従業員退職引当 1,036,000 961,000 75,000
固 定 負 債 合 計 1,036,000 961,000 75,000

負　　債　　合　　計 1,396,241 1,025,671 370,570
正　味　財　産　合　計 5,571,520 5,515,532 55,988
負債および正味財産合計 6,967,761 6,541,203 426,558
◎　付属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

財　産　目　録

（令和２年12月31日現在）

財産目録
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　種　　別　　　　　     　概　　要
１月 2 ４日（金）１８時　ホテル
ニューオータニ「麗の間」
会費 1 万円
　倶楽部会員や国土交通省、道
の関係者ら約１００名の参加で、
キャンペーン「北方領土返還」「北
海道新幹線早期実現」「地域振興・
ふるさと納税」をテーマに新年交
礼会を開催した。
　川村隆会長は「今年も目に見
える形で北海道を応援していき
たい」と挨拶し、倶楽部が取り
組むキャンペーンを着実に進め
る考えを強調した。
　来賓の国土交通省の倉内公嘉
大臣官房審議官は、今年オープ
ンするウポポイについてアピールし、浦本元人北海道副知事は「ほっかいどう
応援団会議に北海道倶楽部が加入してくれたことに感謝している」と述べた。

（次第、写真及び会報記事参照）

　
　
 　大会実行委員会の構成団体でもある当倶楽部は、２月７日の北方領土の日
に東京・千代田区の国立劇場で行われた「令和 2 年北方領土返還要求全国大会」
に参加した。安倍首相、茂木敏充外相ら政府関係者、元島民代表や全国の返還
要求運動団体代表者ら約１8 ００人が参加し、倶楽部からも佐藤育男副理事長
ら会員１４人が参加した。安倍首相をはじめ「ブラウンリボンバッジ」の着用
が目に付いた。

　

令和２年度事業報告
令和２年１月１日から令和２年 12 月 31 日まで

１. キャンペーン推進の
ための事業

北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

令和２年１月２４（金）午後 6 時～８時　会場　ホテルニューオータニ　「麗の間」

「ちぎれ千島に雲が飛ぶ（森繁久弥）」の後

１．開会の辞 ～キャンペーンについて 
　　北海道倶楽部会長 川村　隆              

 2．   来賓祝辞
　　国土交通省 大臣官房審議官     倉内　公嘉   様
　　北海道　副知事　　　　       浦本    元人 様          

 3．来賓ほかのご紹介（敬称略）

 4．乾杯  
　（会長）           川村　隆
     （理事長）      村上  隆男 （発声）
　 （副理事長）  鈴木  秀一 　 本間   修　
     （監事）　      五十嵐  紀男
     （理事  名誉会長）  松田　昌士　 
　 （理事  相談役）      岡村　進

 5．懇談  ６：３０
　積極的な交流（名刺交換など）を願います。

 6．中締め 8 時　   間瀬　雅晴（評議員会議長）　　　

３．来賓ほかのご紹介（敬称略）
その場でお声を挙げて下さい。

政党・国会議員（および事務所の代理の方）

参議院議員 鈴木　宗男
参議院議員 竹谷　とし子

国土交通省
大臣官房審議官 倉内　公嘉 

北海道   
北海道 副知事   浦本　元人

北海道 東京事務所長           森　隆司
帯広市 東京事務所長     井上　猛
釧路市 東京事務所長     太田　泰晶

札幌市 東京事務所長     諏佐　寿彦 

  令和２年新年交礼会
公益社団法人北海道倶楽部

ご来場の方は｢ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」「新幹線バッジ」の何れかを

お付けいただくよう、お願い申しあげます。（受付で用意しております。4 個 1 組千円）

千島桜
キャンペーン

We Love Hokkaido

北海道

新幹線
早期実現

ブラウン
リボンバッジ

北方領土返還
シンボルバッジ

北方領土返還
シ

北

地 域 活 性 化

地域活性化

       ふるさと納税ふふふふふふふふふふふふふふふふふ

№ 倶楽部役職等 名前 所属 役職

ま 80 理事　名誉会長 松田　昌士 東日本旅客鉄道株式会社 顧問

81 松村　一敏 株式会社フジテレビジョン 常務取締役

82 松本　清 早稲田大学　ベトナム総合研究所 招聘研究員

83 評議員 松本　淳一郎 ＮＰＯ法人日本児童文化教育研究所 理事

み 84 南　毅美 株式会社ＨＤＣ 執行役員　東京営業本部長

む 85 理事長 村上　隆男 サッポロホールディングス株式会社 名誉顧問

も 86 森　隆司 北海道 東京事務所長

や 87 八木　崇文 八木トランステック株式会社 代表取締役社長

88 山下　敬一　 公益財団法人北海道在京学生後援会 事務局長兼寮監

89 山下　雅子 公益財団法人北海道在京学生後援会 寮母

90 評議員 山田　裕之 戸田建設株式会社 常務執行役員　土木工事統轄部長

91 山田　光紀 株式会社北海道銀行 東京支店　副支店長

92 山谷　住好 丸彦渡辺建設株式会社 上席執行役員　事業本部東京支店長

よ 93 吉川　実 株式会社加瀬倉庫 取締役

94 吉田　彰 株式会社田中組 東京支店　執行役員支店長

95 吉本　昌朗 農林水産省　林野庁　 林政部 企画課　課長補佐（計画指導）

わ 96 和田　明宏 北海道旅客鉄道株式会社 東京事務所長

97 和田　充弘 国際石油開発帝石株式会社 再生可能エネルギー・電力事業本部　コーディネーター

98 渡部　篤 渡部技術士事務所 所長

99 評議員 渡邊　誠司 地崎道路株式会社 代表取締役社長

100 竹田　光一郎

101 北本　徹 公益社団法人北海道俱楽部 事務局次長

（数に限りがございますので、ご了承下さい。）
※ お帰りに「ふうれん田舎餅」（豆餅）をお土産用にご用意しております。是非お持ち帰り下さい。

交流の夕べ
8 月 4 日（火）

交流イベント
10 月 27 日（火）

★２０２０年北海道倶楽部イベント予定★

講演会の様子

そのほか講演会、

シンポジウムなども

予定しております。

是非ご参加ください。

（1）新年交礼会
1 月２４日

（2）令和２年北方領
土返還要求全国大会

参加
2 月 7 日

-13-

　種　　別　　　　　     　概　　要
する「おうちで応援！かって北海道」十勝総合振興局の「十勝産品のインター
ネット特設サイト開設」
・地域医療を守るため支援を呼びかける「エールを北の医療へ！」
・村上理事長が顧問を務めている PMF 組織委員会より「2021 年夏の PMF 再
開に向けたご寄付のお願い」
・北方領土対策本部が行っている「北方領土問題への北海道の取組について」
・根室振興局が取り組んだ事業より「北方領土遺産をご紹介します！」
　

１) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1 月）
配布バッジ数累計　43,483 個（無料分を含む）（うち本年度配布 611 個）
収入総額 7,167,213 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）

2) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　3,181 個（無料分を含む）（うち本年度配布 159 個）
収入総額 632,420 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）

3)「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 481 枚、本年度 2 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 385,600 円　本年度収入金額 2,000 円

1) 北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布した。
2) 趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場する

(2) 北方領土返還推進
「ブラウンリボンバッ
ジ」「千島桜バッジ」
キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン
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　種　　別　　　　　     　概　　要

３. キャンペーン推
進のための調査研
究事業
1) 特別講演会

4.キャンペーン推進の
ためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするために、
話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進する
ものである。
3) 早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現

2 2 2 2

のため、話題の「きっかけ」
グッズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配
布した。バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）
配布バッジ数累計  3,446 個（無料分を含む）（うち本年度配布 3 個）
累計収入総額 580,358 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）

　

　北海道倶楽部主催の講演会は、新型コロ
ナウイルス感染防止のため、10 月 15 日に
初めて WEB（オンライン）で開催した。
　演題は「公益社団法人北海道倶楽部の公
益事業と故松田昌士前会長」で、５月に逝
去された松田前会長の社会奉仕、公益活
動への功績などを振り返った。小林巧評
議員会副議長の司会で間瀬雅晴評議員会
議長、本間修副理事長、岡村進理事相談
役（ビデオメッセージ）を講師に迎え、
シンポジウム形式にて行った。
　Microsoft Teams の会議を使った WEB
会議方式により行い、参加者は広く一般
を対象とし、会報と倶楽部 HP で告知をし、参加費は無料とした。

　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７４３号から第７５３号まで発行（毎月 1 日、ただし 2 月 1 日号は休刊）
会員以外への会報の配布も積極的におこなった。( ふるさと会、北海道情報ラッ
クなど）

　日　時　：2020 年 10 月 15 日 12 時 30 分～ 1 時間程度 　　　
　演　目　：
　　　仮題「北海道倶楽部の公益事業と故松田昌士前会長」

（岡村進前理事長ほかのシンポジウム形式）　

Web 講演会のお知らせ

公益社団法人北海道倶楽部の

公益事業と故松田昌士前会長

岡村進さん 札幌北高時代からの縁
間瀬雅晴さん 請われて三井物産からJR民営化の新規事業に参加
本間修さん 北大同窓会などお手伝い
小林巧さん 司会 北海道新聞東京支社長

公益社団法人北海道倶楽部特別講演会（シンポジウム形式）
WEB開催 2020年10月15日 12時30分～13時30分

江藤尚志さんは所用のため参加出来なくなりました

当日の発表者、時間等は予定です。予定と異なることがありますのでご承知願います。
当日の内容を画像、映像、音声などで記録することは主催者以外はご遠慮願います。
参加者の映像や音声が他の参加者に視聴されることがあります。
また、当日は主催者、司会からのお願いに従っていただきます、従って頂けない場合は

WEBから退出とさせて頂きます。

公益社団法人北海道倶楽部の

公益事業と故松田昌士前会長

岡村進さん札幌北高時代からの縁
間瀬雅晴さん請われて三井物産からJR民営化の新規事業に参加
本間修さん北大同窓会などお手伝い
小林巧さん司会北海道新聞東京支社長

公益社団法人北海道倶楽部特別講演会（シンポジウム形式）
WEB開催2020年10月15日12時30分～13時30分

江藤尚志さんは所用のため参加出来なくなりました

当日の発表者、時間等は予定です。予定と異なることがありますのでご承知願います。
当日の内容を画像、映像、音声などで記録することは主催者以外はご遠慮願います。
参加者の映像や音声が他の参加者に視聴されることがあります。
また、当日は主催者、司会からのお願いに従っていただきます、従って頂けない場合は

WEBから退出とさせて頂きます。

★　視聴希望の方は倶楽部のＨＰ（下記参照）よりお申込み下さい。
　　2 日前までに講演会の URL を記載したご案内メールを差し上げます。 
　　北海道倶楽部 HP のトップページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/index.html）にあるリンク、もしくは直接下記 HP へ

＜先着 50 名・無料＞　　　　 　

http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 事業 /kouenkai/in.html
講演会ＨＰ↓　　　　 　

〈　新型コロナの影響で毎年行われている各種イベントの開催が困難な状態となっております。北海道倶楽部では新しい

形でのイベントを現在模索中です。ネット環境などにより参加するのが難しい会員の皆様には大変心苦しい限りでござい

ますが、ご理解のほどお願い致します。　〉

-12-

　種　　別　　　　　     　概　　要
　【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　例年 8 月 4 日前後に開催している夏のキャンペーンイベントは新型コロナ
ウイルスの影響の為に中止とした。
　
　【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　10 月 27 日に明治記念館で仮予約していた交流イベントは新型コロナウイ
ルスの影響の為に中止とした。

　
　【新型コロナウイルス感染の影響により中止になった】
　毎年 12 月 1 日に行われ倶楽部も参加していた北方領土返還要求中央アピー
ル行動「アピール行進」は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中
止となった。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　平成 28 年 3 月号から北海道と協議し 1 号あたり 2 自治体の紹介を掲載し
ているが、今年度は留萌振興局管内、上川総合振興局管内を順次掲載した。

２)「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行　
　今年度の 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した留萌振興局・上川総合振興局管
内の２２市町村を再録し、小冊子 WEB 版（９２頁）として 12 月 1 日付で発
行し、倶楽部の HP に掲載した。WEB ならではの便利な機能（しおり、リンク）
も付加した。

３) 北海道 ”NOW" に北海道等が主催・共催・後援する事業を掲載
　本年度は、北海道白老町にウポポイ（民族共生象徴空間）
がオープンしたこともあり、北海道 ”NOW" の information
欄にウポポイの広報を計４回にわたって掲載した。
　その他、下記の記事を掲載し広報した。
・北海道の恐竜・化石を展示する博物館を紹介するための
「ほっかいどう恐竜・化石マップ制作プロジェクト」
・新型コロナウイルスで大きな影響を受けた道内企業を応援

（3）交流の夕べ
　　　　　８月４日

（4）第 57 回交流イベ
ント
　　　　10 月 27 日
　　　（旧道産子の会）

（5）北方領土返還要
求中央アピール行進
　　　　 12 月 1 日

２. キャンペーン
(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン
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●　寄附応募のご連絡の方法
・ 倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 寄付 / 寄付のお願い .html）　に申込書がございますので、
　そちらにご入力のうえ、倶楽部にメールか FAX でご連絡をお願いします。

・ホームページからではなく、倶楽部より寄附申込関係書類の送付をご希望の方はお名前と送付先のご住所、メールア
　ドレス、FAX 番号をご記載のうえメールか FAX にてお知らせください。

　　※「寄附応募のご連絡」はメール（hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp）か FAX（03-3581-4022）でお願いします。
　　※振込用紙、お振込依頼書が必要なく、直接ご入金なさる場合はご入金の際の振込人名、寄附金額、振込日、ご住
　　　所、連絡先電話番号もしくはメールアドレスをご記載のうえ、倶楽部までご連絡をお願いします。（個人でのご
　　　寄附の場合、受領証明書の発行の際にご住所が必要となりますので、必ずご記載ください。）
●　北海道倶楽部会員の皆様には 3 月中旬に「寄附のお願い」を既に郵送しております。ご確認をお願いします。
　　もしお手元に届いていない場合は事務局までメールか FAX でご連絡ください。

昨年の新型コロナウイルス感染拡大の影響により寄附総額が大きく減少しました。 例年並みの寄附総額確保を目指しています。

会社（維持会員）でご寄附頂いた場合でも別途個人でのご寄附が可能です。また年度内の再度のご寄附も大歓迎です。
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今月の寄附額 1,103,000 円　寄附総額 (3/22 現在）1,103,000 円　目標（予算）　2,748,000 円
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全国で唯一の財政再生団体である夕張市では、現在、財政の再生を行いながら「地域の再生」

に積極的に取り組んでいます。厳しい行財政運営の中、将来を見据えた前向きな取り組みに着

手できるのは、皆様からの温かいご支援のおかげです。人口減少や未だ収束の見通しが立たな

い新型コロナウイルス感染症の状況など、変わりゆく時代の中で「地域の再生」を図ることは

決して容易なことではありませんが、小さくても皆様の心に響くような夕張のまちづくりを目

指し、これからも一歩ずつ着実に歩みを進めてまいります。

夕張市のふるさと納税

ふるさとチョイスは

こちらから

楽天ふるさと納税は

こちらから

〒０６８－０４９２

北海道夕張市本町４丁目２番地

夕張市地域振興課企画係（ふるさと納税担当）

【ＴＥＬ】０１２３－５２－３１４１

【ＦＡＸ】０１２３－５２－１０５４
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北方領土問題への北海道の取組について

詳しくは… 北海道総務部北方領土対策本部 検検索索

お問合せ先：北海道総務部北方領土対策本部 電話：011-204-506９（直通）

北海道は、北方領土問題の解決を道政上の最重要施策として位置づけ、北方領土
問題の早期解決に向けた国の外交交渉を後押しするため、必要な諸対策を積極的に
推進しています。
今回は、北海道が行っている取組の一部を紹介します！

１ 「北方領土の日」ポスターコンテスト

このコンテストは、２月７日の「北方領土の日」を広く周知するためのポ
スターデザインや図画作品を募集する事業です。
全国の方を対象とした一般の部では、「一般」、「大学・専門学校」、

「高校」の３つの部門があり、各部門の最優秀賞から選考された最優秀賞
（総合）を受賞した作品をポスターデザインとして採用しています。
また、北海道内の小学校５・６年生と中学生を対象にした子どもの部では、

各部門の最優秀賞の図画デザインを活用して、ポケットティッシュなどの啓
発グッズを作成しています。昨年度は、全部門合わせて487作品のご応募が
ありました。
あなたの描いたデザインが、ポスターとして全国に掲示されるかもしれま

せん！皆さまのご応募をお待ちしております！

北海道では、上記で紹介した以外にも、年間を通じて様々な取組を行っています。
また、今後は、北海道倶楽部との連携をより一層強化して啓発活動などに取り組んで
まいりますので、会員の皆さん、啓発活動への積極的なご参加・ご協力をどうぞよろ
しくお願いします！

2020年度最優秀賞（総合）
池田 純大 さんの作品

２ 北方領土デジタルメディア活用事業（北方領土返還要求特別啓発）

一一般般のの部部 子子どどもものの部部

募集期間 令和３年（２０２１年）５月２１日（金）～１０月１５日（金）

応募資格 高校生以上（プロ・アマ不問） 道内の小学５・６年生と中学生

募集内容 「北方領土の日」のポスターデザイン 北方領土のイメージ図画

作品サイズ Ａ３：縦 八切：横

※応募方法など詳しくは、北海道北方領土対策本部のウェブサイトをご覧ください。

北方領土に関する国民世論の一層の喚起を図るため、北方領土及び隣接地域に関する各般の情報につ
いて、デジタルメディアを活用した情報発信に必要なコンテンツ、システム等を整備し、新型コロナウ
イルス感染症対策を講じた非接触型の啓発活動を実施します。

＜主な事業内容＞
・LEGOブロックを使用したジオラマ及び拡張現実（AR）システムに
よる北方四島・隣接地域の紹介

・啓発用ウェブサイトの作成等（若年層等、外国人（５言語））
・サイネージ広告等の実施
・デジタルメディアを活用した啓発活動ブースの設置
場所：札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ） 北大通交差点広場
期間(予定)：令和3年10月19 日(火)～令和4年2月20 日(日)※12月29日～1月16日を除く

北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」

上記の他、「北方領土動画コンテスト」を実施予定です。10月上旬に特設の募集サイトを開設予定
ですので、詳しくは北海道北方領土対策本部のウェブサイトをご覧ください。

※イメージです

ＱＲコードから
サイトにアクセ
スするピピィ！
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史跡　大船遺跡

特別史跡　三内丸山遺跡

史跡　御所野遺跡

特別史跡　大湯環状列石
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公益財団法人

北海道科学技術総合振興センター
（ノーステック財団）

住所：札幌市北区北21条西12丁目 コラボほっかいどう
電話：011-708-6536 メール：yugo@noastec.jp

「チャレンジフィールド北海道」は、ノーステック財団が創出エ

リア支援機関となり、経済産業省の「産学融合拠点創出事業（J-

NEXUS）」に採択された5年度事業です。

北海道は全国魅力度ランキングでは上位をキープする一方で、人

口減少や広さゆえの弊害も抱えています。本事業では、北海道の潜

在力を開花させることで北海道の社会・地域や企業等が抱える課題

の解決に取り組みます。さらには人材育成や地域づくり支援を通じ

て次世代のための仕組みづくりも目指します。

チャレンジフィールド北海道とは

総括エリアコーディネーター：山田真治
（株式会社日立製作所）

副総括エリアコーディネーター：北川泰治郎
（小樽商科大学）

POINT.1

産学官金25機関が参画

本事業は、道内8つの国公立大学や国研、北海

道や札幌市をはじめとした6つの自治体、5つの公

設試験研究機関・産業支援機関、北海道経済連合

会等5つの民間の団体・企業、全体で25機関で構

成されています。大学等の「知」を起点として、

課題設定の段階からこれらのマルチステークホル

ダーを巻き込み、大学と企業等が一体的・融合的

に研究開発・事業創出等を行う「産学融合拠点」

を創出していきます。

実施内容

大学の研究成果の

事業化・
起業支援

超異分野学会を開催します

問い合わせ先

●日時：
12/4（土） 10時～19時

●場所：
EZO HUB SAPPORO

スタートアップ創出・アントレプレナー育成、地域づくりの取り組
みを加速させ、新しい北海道の創生に向けて、世代・地域・属性を
またいだ北海道ならではの超異分野連携イノベーション創出の場と
して「超異分野学会」を北海道で初開催します。ポスター発表や企
業・大学・学生などに登壇いただきセッション等を実施します。
詳細は下記URLまたは問い合わせ先にご連絡ください。

https://challenge-field-hokkaido.jp/news/1471

■北海道大学
■札幌市立大学
■産業技術総合研究所
■さっぽろ産業振興財団
■北海道立総合研究機構
■ノーステック財団
■北海道
■札幌市
■北海道経済連合会
■㈱北洋銀行
■㈱北海道銀行
■北海道ベンチャーキャピタル㈱

■室蘭工業大学
■室蘭テクノセンター
■室蘭市

■公立はこだて未来大学
■函館地域産業振興財団
（北海道立工業技術センター）

■帯広畜産大学
■とかち財団
■帯広市

■北見工業大学
■北見工業技術センター運営協会
■北見市

■大学・国研 ■支援機関 ■自治体 ■経済団体等

POINT.２

POINT.３ POINT.4

POINT.6

課題と可能性への挑戦、広大な地の潜在力を開花

地域や社会の

課題解決
プロジェクトの

推進

人・組織・情報の
つながりからなる

共創基盤づくり

北海道の発展に資する

新たな
価値創出

北海道倶楽部の皆さまへPOINT.5

かつて、流行のファッションは北海道札幌から始まると言
われました。現在、北海道では、人口減少や気候変動等の課
題が国内外の他地域より早く顕在化しています。本事業で生
まれる課題解決モデルは、日本のみならず世界の課題解決の
先進的なソリューションとなりうるものです。私達は、この
ことを大切にしていきます。

地域発の未来創造に向けチャレンジする人材や活動に、皆
さまのエールをいただきますよう、お願いいたします。

ウェブサイト
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～北海道ＨＰで、上記のほか、地球温暖化対策の取組を紹介しています～

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/tot/ops/ht/hokkaido.htm 

2015 年のパリ協定の採択以降、国内外温室効果ガスの排出量と吸収量の均衡を⽬指す「脱炭素化」の動き
が加速しており、道としても、気候変動問題に⻑期的な視点で取り組むため、2020 年３⽉「205 年までに温
室効果ガス排出量の実質ゼロを⽬指す」ことを表明しました。 

本年 3 ⽉には「北海道地球温暖化対策推進計画（第３次）」を策定し、ゼロカーボン北海道の実現に向け
様々な取組を⾏っています。 

〇〇取取組組例例ののごご紹紹介介  

＜太陽光発電共同購⼊＞ 
北海道ではゼロカーボン北海道の実現に向け、道内 12 市町村（さっぽろ連携中枢都市）にある
建物を対象に太陽光発電事業の普及拡⼤を進めています。この機会に是⾮、災害時にも電気が確
保できる太陽光パネルや蓄電池の導⼊をご検討ください。 

https://group-buy.jp/solar/hokkaido/home

http://group-buy.jp/solar/hokkaido/home 
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3月号　　内閣府

1月号　　北海道倶楽部　 ４月号　　北海道倶楽部　

11月号　　　ノーステック財団

5月号　パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌

9月号　　北海道　縄文世界遺産推進室

7月号　　夕張市

1月号、４月号は北海道倶楽部からのお知らせ。3月号はコ
ロナでの開業延期からやっとオープンになった「ウポポイ」。
5月号は昨年公演中止になったパシフィック・ミュージック・
フェスティバルから嬉しい公演開催のお知らせ。

交流の夕べは昨年も中止でし
たが、会報で夕張市を広報し
ました。

北海道東京事務所からのお願いは6月号に。
北海道倶楽部のキャンペーンの一つ、北方領土返還運動に関す
る広報は昨年は 10月号に掲載となりました。

6月号　　北海道東京事務所 １２月号　　　内閣府10月号　北海道総務部北方領土対策本部

初めての掲載。様々な新しい取り組み
をこれからも応援していきます。

長年の活動が実り、7月に世界遺産登
録となりました。北海道倶楽部も登録
推進の決起大会に参加してきました。

会報「北海道NOW」では広報面を設けています。（1月号、4月号、8月号は倶楽部広報の場合有り）

２０２２年も広報活動に力を入れてまいります。皆様のご協力をお願い致します。

年の締めくくりも「ウポポ
イ」。3月号とどこが違うか
わかるでしょうか？




